
論
文

『
玄
朔
道
三
配
剤
録
』
と
『
医
学
天
正
記
』
か
ら
見
た
曲
直
瀬
玄
朔
一
門
の 

患
者
と
そ
の
時
代

 
 

と
く
に
秀
吉
の
番
医
制
と
の
関
係
を
軸
に 

 

田　

端　

泰　

子

　

は
じ
め
に

　

戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
と
い
う
時
期
は
、
室
町
幕
府
の
崩
壊
、
戦

国
大
名
の
広
汎
な
成
立
と
領
国
の
確
立
、
そ
れ
ら
を
継
承
す
る
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
政
権
の
成
立
と
崩
壊
、
そ
し
て
織
田
・
豊
臣
政
権
を
継
承
し
つ
つ
も
、
新
た

な
支
配
体
制
を
構
築
し
た
徳
川
幕
府
の
成
立
と
、
政
治
社
会
上
の
大
き
な
変
革
が

生
起
し
た
動
乱
期
で
あ
る
。
こ
の
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
生
き
た
諸
階

層
が
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
強
い
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
生
き
方
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
社
会
史
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
明
ら
か

に
す
べ
き
問
題
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
時
代
を
解
明
す
る
た
め
の
一
視
点
と

し
て
、
医
師
曲
直
瀬
道
三（
玄
朔
）に
注
目
し
、
彼
が
診
察
し
た
多
く
の
患
者
を
時

代
背
景
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
国
時
代
後
期
か
ら
近
世
初
期
の
さ
ま

ざ
ま
な
階
層
が
ど
う
生
き
た
か
と
い
う
問
題
の
一
端
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

　

史
料
と
し
て
は
玄
朔
が
治
療
し
た
記
録
と
し
て
残
し
た
『
玄
朔
道
三
配
剤
録（（
（

』

と
『
医
学
天
正
記（（
（

』
を
用
い
る
。『
玄
朔
道
三
配
剤
録
』
に
つ
い
て
は
筆
者
前
稿（（
（

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
の
デ
ー
タ
や
そ
の
結
論
を
振
り
返
り
つ
つ
、『
配
剤
録
』

以
後
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
医
学
天
正
記
』
に
重
点
を
置
い
て
、
両
史
料

を
分
析
の
対
象
と
し
て
、
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

一　

曲
直
瀬
玄
朔
の
生
涯
と
診
察

　

曲
直
瀬
玄
朔（
一
五
四
九
～
一
六
三
二
）は
、
医
家
曲
直
瀬
家
の
初
代
正
盛
の
跡
を

継
い
で
、
二
代
目
道
三
と
し
て
活
躍
し
た
名
医
で
あ
る
。
筆
者
は
前
稿
で
玄
朔
の

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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経
歴
を
確
定
し
、『
玄
朔
道
三
配
剤
録
』
記
載
の
患
者
を
年
代
順
に
並
べ
直
し
、

診
察
の
実
態
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
玄
朔
は
天
皇
家
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
を
対
象

に
診
察
を
続
け
、
ま
さ
に
「
仁
術
」
に
基
づ
く
治
療
を
実
践
し
た
医
家
で
あ
っ
た

と
結
論
づ
け
た（（
（

。
前
稿
で
述
べ
た
治
療
の
実
態
を
玄
朔
の
経
歴
に
は
め
込
み
、
織

豊
政
権
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
玄
朔
の
治
療
と
そ
の
意
義
を
こ
こ
で
簡
単

に
ま
と
め
て
お
く
。

　

玄
朔
が
生
ま
れ
た
の
は
天
文
十
八
年（
一
五
四
九
）で
あ
る
。
玄
朔
は
初
代
正
盛

の
母
方
の
姻
族
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
た
め
、
初

代
道
三
に
養
育
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
天
正
九
年（
一
五
八
一
）三
十
三
歳
の
時
、

初
代
道
三
正
盛
の
養
女（
実
は
孫
娘
）を
妻
に
し
て
、
曲
直
瀬
家
二
代
目
と
な
っ
た
。

こ
の
年
法
眼
と
な
り
、
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
診
察
は
、『
玄
朔
道
三

配
剤
録
』
に
よ
る
と
、
家
を
継
ぐ
以
前
の
天
正
三
年
か
ら
織
田
信
長
家
臣
の
武
士

階
級
や
天
皇
家
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
天
正
十
四
年
に

法
印
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、「
延
命
院
」
の
号
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
の
年
ま
で
に

は
主
に
正
親
町
天
皇
、
誠
仁
親
王
、
和
仁
親
王（
後
の
後
陽
成
天
皇
）と
い
う
天
皇

家
三
代
を
診
察
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
家
の
侍
医
の
一
人
と
し
て
名
を
馳
せ

は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
天
皇
家
の
侍
医
に
は
、「
外
医
」
と
呼

ば
れ
る
外
科
医
集
団
と
、
玄
朔
の
よ
う
な
内
科
・
産
婦
人
科
・
小
児
科
・
皮
膚

科
・
精
神
神
経
科
を
兼
ね
た
総
合
医
的
な
医
家
か
ら
な
る
集
団
が
あ
り
、
後
者
の

方
の
診
療
が
主
流
で
、
多
く
の
医
家
が
脈
診
し
て
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、

天
皇
家
側
近
の
公
家
衆
と
の
合
意
が
形
成
さ
れ
て
初
め
て
、
適
切
と
考
え
ら
れ
る

治
療
が
な
さ
れ
る
態
勢
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
た
。

　

天
正
年
間
に
は
、『
配
剤
録
』
に
よ
る
と
天
皇
家
以
外
は
僅
か
に
平
野
道
是
父

子
を
診
た
に
す
ぎ
な
い
が
、『
配
剤
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
の
武
士
の
診

察
や
公
武
に
わ
た
る
交
友
関
係
が
か
な
り
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
に

織
田
信
長
か
ら
天
正
六
年
に
京
都
市
中
の
屋
敷
地
子
銭
免
除
を
認
め
ら
れ
、
天
正

十
三
年
に
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
市
原
野
に
百
石
の
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

豊
臣
政
権
下
で
は
天
正
二
十（
文
禄
元
）年
に
は
二
五
例
の
診
察
回
数
を
数
え
、

そ
れ
ま
で
の
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
天
正
二
十
年
の
診
察
が
多
い
の
は
、
秀
吉
の

臣
下
の
大
名
や
そ
の
従
者
、
秀
吉
の
近
習
、
馬
廻
層
ま
で
診
察
し
た
か
ら
で
あ
り
、

文
禄
の
役
の
際
、
八
名
の
医
師
が
秀
吉
に
同
行
し
て
九
州
に
向
か
っ
て
い
た
。
秀

吉
政
権
下
の
医
家
も
番
医
が
七
人
な
い
し
九
人
ほ
ど
お
り
、
蒲
生
氏
郷
の
診
察
事

例
か
ら
見
え
る
事
態
は
、
多
く
の
番
医
の
診
察
後
、
秀
吉
は
そ
の
信
頼
厚
い
前
田

利
家
や
徳
川
家
康
の
意
見
も
聞
か
せ
、
最
善
の
治
療
を
行
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
豊
臣
政
権
下
で
も
天
皇
家
と
同
じ
く
十
人
前
後
の
番
医
を
抱
え
、
医
家
の
意

見
に
重
臣
た
ち
の
意
見
を
加
味
し
て
、
最
適
の
治
療
を
模
索
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

　

玄
朔
が
豊
臣
秀
次
の
「
侍
医
」
と
な
っ
た
の
も
、
医
家
と
し
て
の
豊
臣
政
権
と

の
接
触
の
深
さ
故
で
あ
ろ
う
。
秀
次
と
の
関
係
が
深
く
な
っ
た
分
、
周
辺
か
ら
の

目
も
厳
し
く
な
り
、
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）の
秀
次
切
腹
に
縁
座
し
、
水
戸
に
流

さ
れ
る
。
玄
朔
が
許
さ
れ
る
の
は
二
年
後
の
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）で
あ
る
。
こ

の
間
の
診
察
記
録
は
わ
ず
か
に
数
例
で
あ
り
、
極
端
に
少
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

　

し
か
し
玄
朔
は
再
び
豊
臣
政
権
の
「
番
医
」
の
地
位
を
回
復
す
る
。
そ
れ
は
秀

吉
の
後
継
者
秀
頼
が
誕
生
し
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
秀
頼
の
番
医
と
し
て
玄
朔
が

召
し
加
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
帰
京
す
る
と
天
皇
家
と
の
関
係
も
復
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活
し
、
慶
長
二
年
、
勅
に
よ
っ
て
延
命
院
を
延
寿
院
に
改
め
、
翌
三
年
に
は
後
陽

成
天
皇
の
病
の
診
察
で
治
効
が
あ
っ
た
と
し
て
、
特
に
恩
賞
を
賜
っ
て
い
る
事
か

ら
見
て
、
玄
朔
の
地
位
回
復
に
は
天
皇
家
の
診
察
に
お
け
る
正
し
い
判
断
が
大
き

く
預
か
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

　

秀
次
に
連
座
し
て
佐
竹
氏
に
お
預
け
に
な
る
と
い
う
苦
難
を
経
験
し
た
玄
朔
は
、

常
陸
配
流
中
に
子
息
親
清（
玄
鑑
）に
宛
て
て
、「
掟
」
と
自
著
や
初
代
の
書
な
ど

重
要
文
献
を
す
べ
て
与
え
て
い
る
。
苦
難
を
乗
り
越
え
二
度
と
こ
の
よ
う
な
経
験

を
さ
せ
な
い
た
め
の
玄
朔
の
覚
悟
が
見
え
る
。

　

復
権
後
は
玄
朔
の
天
皇
家
へ
の
治
療
は
ま
す
ま
す
冴
え
渡
り
、「
絶
入
」
さ
れ

た
天
皇
を
平
復
に
持
ち
込
ん
だ
大
き
な
功
績
が
評
価
さ
れ
、
白
銀
千
枚
を
賜
り
、

ま
た
右
述
の
よ
う
に
「
延
命
院
」
か
ら
「
延
寿
院
」
に
称
号
を
変
え
る
こ
と
を
許

さ
れ
、
婿
養
子
曲
直
瀬
正
琳
が
法
印
に
叙
さ
れ
、「
養
安
院
」
の
称
号
を
与
え
ら

れ
る
と
い
う
、
曲
直
瀬
一
門
の
栄
進
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
。

　

秀
吉
の
死
後
に
起
こ
っ
た
関
ヶ
原
合
戦
時
は
、
開
戦
以
前
は
東
西
両
陣
営
の
武

士
や
商
人
を
診
察
し
て
い
た
が
、
関
ヶ
原
以
後
は
勝
者
側
・
東
軍
の
武
士
や
そ
の

妻
子
が
多
く
な
る
と
い
う
状
況
に
切
り
替
わ
る
。
旧
来
か
ら
の
繋
が
り
で
、
豊
臣

家
に
も
医
家
と
し
て
奉
公
し
て
い
た
が
、
徳
川
家
へ
の
接
近
も
着
実
に
な
さ
れ
、

慶
長
七
年
、
京
都
町
奉
行
加
藤
・
板
倉
と
片
桐
の
連
署
に
な
る
知
行
宛
行
状
で
、

市
原
野
百
石
、
松
ヶ
崎
百
一
石
余
を
含
む
五
百
石
の
地
を
京
都
に
与
え
ら
れ
る
。

し
か
し
徳
川
政
権
と
の
接
触
が
深
く
な
る
に
つ
れ
、
京
都
の
ほ
か
に
駿
府
や
江
戸

で
の
勤
番
も
増
え
、
後
述
の
よ
う
に
慶
長
十
二
年
駿
府
に
宅
地
を
、
翌
十
三
年
江

戸
に
邸
宅
を
賜
り
、
江
戸
・
駿
府
交
代
勤
番
を
命
じ
ら
れ
る
に
至
る
。

　

こ
う
し
て
徳
川
家
や
そ
の
家
臣
と
の
接
触
が
主
流
に
な
っ
た
玄
朔
で
あ
っ
た
が
、

慶
長
十
一
年
の
七
十
三
例
と
い
う
『
配
剤
録
』
中
最
大
の
診
察
例
の
う
ち
、
実
名

が
比
定
で
き
た
武
士
は
、
関
ヶ
原
で
は
東
軍
に
加
わ
っ
た
り
内
応
し
た
が
、
も
と

は
秀
吉
家
臣
で
あ
っ
た
大
名
や
武
士
、
そ
の
家
族
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
か
つ
て
の
豊
臣
政
権
下
の
武
士
た
ち
は
、
も
と
も
と
天
皇
家
の

侍
医
の
一
人
で
豊
臣
政
権
の
番
医
と
し
て
も
名
高
い
玄
朔
に
、
病
や
怪
我
の
際
は

頼
ろ
う
と
い
う
心
情
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
曲
直
瀬
玄
朔
は
、
曲
直
瀬
家
の
二
代
目
道
三
と
し
て
、
天
皇
家
か

ら
庶
民
ま
で
を
診
察
し
た
、
当
代
の
名
医
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

　

江
戸
に
本
拠
地
を
移
し
た
玄
朔
は
、
江
戸
の
邸
宅
と
麻
布
に
薬
園
地
を
与
え
ら

れ
、
門
弟
の
指
導
に
あ
た
り
、
江
戸
で
亡
く
な
る
。
寛
永
八
年（
一
六
三
二
）の
こ

と
で
あ
る
。
門
弟
に
は
野
間
玄
琢
、
井
上
玄
徹
、
饗
庭
東
庵
ら
が
あ
り
、
玄
朔
の

墓
は
薬
園
の
中
に
生
前
建
て
て
い
た
瑞
泉
山
祥
雲
寺
に
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
の
ち

渋
谷
に
移
転
し
て
い
る
。

二　

『
医
学
天
正
記
』
と
は

　

曲
直
瀬
道
三
玄
朔
は
先
述
の
『
配
剤
録
』
の
ほ
か
に
『
医
学
天
正
記
』
と
い
う

診
察
記
録
を
残
し
て
い
る
。『
医
学
天
正
記
』
を
開
く
と
、
本
書
は
乾
上
、
乾
下
、

坤
の
大
き
く
三
部
に
わ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
乾
下
の
最
後
に
は

「
慶
長
十
二
年
早
春
道
三（
在
判
）」
と
あ
る
の
で
、
乾
巻
は
『
配
剤
録
』
の
編
集

（
慶
長
十
三（
一
六
〇
八
）年
正
月
の
症
例
が
最
後
）直
前
に
、
病
名
別
に
玄
朔
が
分
類
し

な
お
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
っ
ぽ
う
『
医
学
天
正
記
』
の
坤
の
後

に
付
さ
れ
た
奥
書
に
は
、
こ
の
『
医
学
天
正
記
』
に
は
乾
・
坤
二
巻
が
あ
り
、
東

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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京
帝
国
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
原
本
に
対
し
て
、
乾
巻
は
寛
文
三（
一
六
六
三
）

年
に
京
都
の
書
肆
水
田
甚
左
衛
門
が
こ
れ
を
上
下
に
分
冊
し
て
出
版
し
た
の
で
、

乾
巻
の
み
は
こ
の
版
本
を
も
っ
て
校
訂
し
た
、
と
い
う
近
藤
圭
造
の
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）年
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
書
か
ら
考
え
て
、『
医
学
天
正
記
』

の
乾
上
下
が
作
成
さ
れ
た
の
は
慶
長
十
二
年
早
春
で
、
乾
巻
は
玄
朔
自
ら
が
『
配

剤
録
』
に
準
拠
し
つ
つ
、
病
名
ご
と
に
再
分
類
し
た
医
学
書
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
こ
の
乾
巻
は
、
寛
文
三
年
に
は
出
版
さ
れ
て
読
者
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
一
方
坤
巻
は
、
慶
長
十
二
年
以
後
の
患
者
と
症
例
を
加
え
て
病
名

の
分
類
も
一
新
し
て
、
お
そ
ら
く
玄
朔
の
死（
寛
文
八
年
）以
後
、
弟
子
の
手
に

よ
っ
て
、
乾
巻
を
玄
朔
が
編
集
し
て
か
ら
五
十
五
年
以
上
後
に
、
編
集
し
な
お
さ

れ
て
出
版
さ
れ
た
医
学
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
に
『
配
剤
録
』
と
『
医
学
天
正
記
』
の
相
違
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

『
配
剤
録
』
に
記
載
さ
れ
た
患
者
は
「
山
中
山
城
守
」
の
よ
う
に
姓
と
官
職
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
医
学
天
正
記
』
は
症
例
ご
と
に
患
者
を
分
類
し

て
お
り
、
診
察
時
の
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
姓
名
記
載
の
な
い
患

者
が
多
数
に
の
ぼ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
ま
た
『
配
剤
録
』
に
登
場
し
た
患
者

の
多
く
は
『
医
学
天
正
記
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
姓
の
わ
か
る
患
者
に

加
え
て
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
特
に
慶
長
十
二
年
以
後
の
玄
朔
の
診
察
事
例
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
医
学
天
正
記
』
に
登
場
す
る
姓
の
わ
か
る
患
者
の
症

例
は
一
九
三
、
姓
記
載
の
な
い
症
例
は
三
四
九
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
記
載
方
針
の
違
い
か
ら
み
て
、『
医
学
天
正
記
』
は
『
配
剤
録
』
の
三
三
四
の

症
例
に
依
拠
し
て
、
そ
の
症
例
を
姓
の
あ
る
者
と
姓
を
記
さ
な
い
も
の
に
分
け
て

『
医
学
天
正
記
』
に
分
類
・
再
録
し
、「
大
樹（
徳
川
秀
忠
）」（
秀
忠
が
将
軍
に
な
っ

た
の
は
慶
長
十
年
で
あ
る
）、「
右
府
秀
頼
公
」（
秀
頼
が
右
大
臣
に
な
っ
た
の
も
慶
長
十

年
）、「
土
井
大
炊
頭
殿
室
」
な
ど
慶
長
十
三
年
以
後
の
新
た
な
診
察
例
も
加
え
て
、

医
学
を
学
ぶ
も
の
・
医
学
に
関
心
の
あ
る
も
の
を
対
象
に
、
分
類
も
一
新
し
て
編

纂
さ
れ
た
医
学
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
『
医
学
天
正

記
』
に
「
天
正
」
の
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、『
配
剤
録
』
の
出
発
点

が
天
正
年
間
で
あ
り
、
し
か
も
天
皇
家
の
侍
医
と
な
り
、
天
皇
家
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
治
療
で
著
効
が
あ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
、
と
い
う
曲
直
瀬
家
の
経
歴
を
重

視
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
『
医
学
天
正
記
』
の
目
次
に
準
拠
し
つ
つ
、
病
名
と
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
総
患
者
数
を
表
に
し
て
み
る
と
、
玄
朔
が
診
察
し
た
天
正
か
ら
慶
長
・
元
和

に
か
け
て
と
い
う
時
代
に
ど
の
よ
う
な
病
が
多
か
っ
た
の
か
が
見
え
て
く
る
と
思

う
。
そ
こ
で
後
掲
の
表
か
ら
総
患
者
数
の
多
い
病
名
を
あ
げ
て
み
る
と
、
乾
上
で

は
傷
寒
三
十
三
、
瘧
疾
三
十
二
、
腫
脹
二
十
三
、
感
冒
十
七
、
痢
疾
十
四
の
順
と

な
る
。
乾
下
で
は
産
後
十
五
、
癇
疾
十
一
、
虚
労
十
一
、
妊
娠
十
と
な
り
、
他
の

病
名
の
患
者
数
は
十
人
以
下
で
あ
る
。

　

ま
た
坤
巻
で
最
も
多
い
の
は
脹
満
四
十
二
、
泻
痢
三
十
七
、
小
児
三
十
四
、
傷

寒
二
十
九
、
感
冒
二
十
九
、
痛
痹
痿
症
二
十
五
、
眩
暈
二
十
三
、
産
後
二
十
二
、

妊
娠
二
十
一
、
虚
労
二
十
、
熱
病
十
九
、
諸
瘡
十
八
…
…
と
な
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
『
医
学
天
正
記
』
の
乾
巻
は
慶
長
十
二
年
に
編
纂
さ
れ
た
が
、

坤
巻
は
乾
上
下
の
出
版
年
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
五
十
五
年
後
よ
り
さ
ら
に
後
の
編

纂
で
あ
る
。
両
者
を
「
感
冒
」
の
項
で
比
べ
て
み
る
と
、
乾
上
に
登
場
す
る
人
名

は
柘
植
、
西
尾
、
味
岡
ら
十
七
名
で
あ
り
、
坤
に
は
藤
堂
、
片
桐
ら
に
加
え
て

「
竹
千
代
様
」「
大
坂
上
様（
淀
殿
）」「
大
田
和
泉
守
」「
黒
田
筑
前
守（
長
政
）老
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母
」
な
ど
が
登
場
し
て
い
る
。
一
方
『
配
剤
録
』
と
乾
巻
に
登
場
し
た
味
岡
、
北

村
、
大
谷
、
林
、
吉
田
姓
な
ど
の
武
士
階
級
の
名
が
消
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大

名
以
下
の
階
層
の
武
士
の
事
例
は
、
坤
巻
の
姓
の
記
載
さ
れ
な
い
部
分
に
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

「
傷
寒
」
乾
巻
に
は
「
八
条
殿
」「
伏
見
殿
」
な
ど
三
十
名
の
『
配
剤
録
』
に

登
場
し
た
人
の
姓
と
、
新
し
い
三
名
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
坤
巻
の
人
名
は

「
伏
見
殿
」「
飛
鳥
井
少
将
」「
大
典
侍
殿
」「
清
水
寺
規
首
座
」
の
四
名
に
す
ぎ

ず
、
二
十
五
症
例
に
は
人
名
が
な
い
。
乾
巻
に
あ
っ
た
武
士
の
姓
名
は
す
べ
て
消

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
医
学
天
正
記
』
の
乾
巻
に
は
『
配
剤
録
』
の
人
名
が
か
な
り
忠

実
に
再
録
さ
れ
た
が
、
坤
巻
で
は
一
般
武
士
層
の
名
前
が
大
幅
に
省
略
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
見
出
せ
た
。
乾
巻
は
完
成
か
ら
五
十
五
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
出
版
時
点
の
近
世
前
期
と
い
う
時
代
、
そ
の
後
の
坤
巻
完
成
の
時
代
に
は
、
戦

国
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
一
般
武
士
層
の
人
名
を
、
症
例
と
結
び
つ
け
る
必

要
性
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

三　

動
乱
期
の
天
皇
家
・
豊
臣
家
・
徳
川
家

　

こ
の
節
で
は
『
配
剤
録
』
と
『
医
学
天
正
記
』
の
両
史
料
を
患
者
の
家
ご
と
に

抽
出
し
、
天
皇
家
、
豊
臣
家
、
徳
川
家
が
抱
え
て
い
た
病
気
と
そ
の
背
景
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
︹
天
皇
家
︺

　

正
親
町
天
皇
の
子
は
一
宮
陽
光
院
殿
誠
仁
親
王
で
あ
る
。
誠
仁
親
王
の
正
室
は

勧
修
寺
晴
子（
新
上
東
門
院
）で
、
こ
の
夫
妻
の
子
は
後
陽
成
天
皇
や
六
宮
八
条
殿

智
仁
親
王
で
あ
る
。
そ
し
て
後
陽
成
天
皇
の
正
室
は
近
衛
前
子（
中
和
門
院
）で
あ

り
、
二
人
の
間
に
は
三
宮
後
水
尾
天
皇
、
四
宮
な
ど
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
子
供

の
出
生
以
前
に
、
後
陽
成
天
皇
と
「
大
典
侍
殿
」
と
の
間
に
生
ま
れ
た
二
宮
七
条

殿
が
い
た
。
ま
た
後
に
持
明
院
家
の
娘
で
勾
当
内
侍
を
務
め
た
女
性
の
生
ん
だ
六

宮
が
あ
っ
た
。

　

左
に
略
系
図
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　勧
修
寺
晴
子

　
　智
仁
親
王

　
　
　
　
　
　
　万
里
小
路
房
子

　
　
　
　
　
　
　
　後
陽
成
天
皇

　
　四
宮

万
里
小
路
栄
子

　
　
　
　
　
　
　
　誠
仁
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
宮

　
　
　
　
　
　
　正
親
町
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　近
衛
前
子

後
奈
良
天
皇

　

正
親
町
天
皇
は
後
奈
良
天
皇
の
第
二
皇
子
で
、
母
は
万
里
小
路
賢
房
の
娘
栄
子

（
贈
皇
太
后
吉
徳
門
院
）で
あ
る
。
十
七
歳
の
年
に
親
王
と
な
り
、
元
服
し
た
。
四
十

一
歳
の
弘
治
三
年（
一
五
五
七
）父
天
皇
の
薨
去
を
受
け
て
践
祚
し
た
が
、
葬
礼
費

は
三
好
長
慶
が
洛
中
の
棟
別
銭
を
徴
集
し
て
よ
う
や
く
こ
れ
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

三
年
後
の
即
位
礼
も
毛
利
元
就
の
献
金
二
千
寛
文
に
よ
っ
て
執
り
行
え
た
。
経
済

的
に
は
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
政
治
的
活
動
は
目
覚
ま
し
く
、
足
利
義
昭
と

織
田
信
長
の
講
和
に
際
し
て
勅
命
を
発
し
、
信
長
を
救
っ
て
い
る
。
天
正
元
年

（
一
五
七
三
）の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
信
長
と
の
関
係
は
悪
化
し
た
の
で
、

信
長
は
誠
仁
親
王
へ
の
譲
位
を
天
皇
に
要
請
し
て
い
る
。

　

玄
朔
が
天
皇
家
の
親
族
の
病
を
治
療
し
た
最
初
の
事
例
は
、
天
正
六
年（
一
五

七
八
）の
「
竹
門
様
」（
三
宮
）の
「
斑
疹
」（
猩
紅
熱
）の
治
療
で
あ
り
、
二
例
目
が

天
正
十
年（
一
五
八
二
）六
月
の
陽
光
院
殿（
誠
仁
親
王
）の
早
朝
か
ら
お
こ
っ
た
腹
痛

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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･
吐
逆
・
悶
乱
な
ど
の
症
状
を
診
た
時
の
診
察
で
あ
る
。
玄
朔
は
先
輩
で
あ
る
半

井
通
仙
軒
、
盛
方
院
淨
勝
法
印
の
見
立
て
と
は
異
な
る
診
断
を
し
、
玄
朔
の
処
方

し
た
薬
で
回
復
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
法
眼
の
号
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
玄
朔
に
と
っ
て
は
記
念
す
べ
き
診
察
で
あ
っ
た（（
（

。

　

誠
仁
親
王
の
子
和
仁
親
王（
後
の
後
陽
成
天
皇
）も
こ
の
年
二
月
に
罹
病
し
、
朝

廷
で
は
清
祓
や
加
持
を
開
始
し
、
医
家
竹
田
定
加
が
召
さ
れ
、
薬
は
玄
朔
が
調
進

し
、
五
日
後
に
本
復
し
て
い
る（（
（

。
こ
の
場
合
は
、
玄
朔
の
役
割
が
薬
の
調
進
の
み

で
あ
っ
た
た
め
か
、『
配
剤
録
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
誠
仁
親

王
と
そ
の
皇
子
の
診
察
で
優
れ
た
医
術
を
披
露
し
た
こ
と
が
、
法
眼
の
号
を
頂
き
、

ま
た
翌
年
の
天
正
十
一
年
正
親
町
天
皇
の
診
察
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思

う
。

　

天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）の
正
月
、
六
十
七
歳
の
正
親
町
天
皇
に
急
に
中
風
の

症
状
が
出
て
、
痰
が
出
て
声
が
か
す
れ
、
身
体
は
熱
く
脈
は
緩
く
な
っ
た
。
竹
田

定
加
法
印
は
「
傷
寒
」、
半
井
通
仙
軒
は
「
中
風
」
と
診
断
し
、
こ
の
よ
う
に
二

医
の
診
察
は
相
違
し
た
の
で
、
玄
朔
が
診
察
し
た
と
こ
ろ
「
中
風
」
と
見
立
て
た
。

こ
れ
は
半
井
の
見
立
て
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
配
剤
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
『
医
学
天
正
記
』
で
は
、
乾
上
の
「
中
風
」
の
項
に
再
録
し
て
い
る
。

玄
朔
は
正
親
町
天
皇
の
診
察
で
、
他
の
医
家
た
ち
と
競
い
な
が
ら
自
ら
信
じ
る
と

こ
ろ
を
主
張
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
天
正
年
間
の
輝
か
し
い
事
跡
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
医
学
書
の
タ
イ
ト
ル
に
「
天
正
」
と
い
う
元
号
を
取
り

入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

正
親
町
天
皇
は
こ
の
病
の
三
年
後
の
天
正
十
四
年（
一
五
八
七
）十
一
月
、
孫
の

和
仁
親
王（
後
陽
成
天
皇
）に
譲
位
し
、
し
ば
ら
く
経
っ
た
文
禄
二
年（
一
五
九
三
）正

月
、
七
十
七
歳
で
崩
御
し
て
い
る
。
上
皇（
院
）に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
薨
去
後

に
院
号
を
追
贈
さ
れ
た
。

　

誠
仁
親
王
は
正
親
町
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
り
、
母
は
万
里
小
路
秀
房
の
娘
房

子
で
あ
る
。
永
禄
十
一
年
親
王
宣
下
を
受
け
、
天
正
十
二
年
に
は
三
品
に
叙
さ
れ

て
い
る
。
信
長
と
の
関
係
は
よ
く
、
天
正
五
年（
一
五
七
七
）に
信
長
が
誠
仁
親
王

の
た
め
に
二
条
御
所
を
新
造
し
た
の
で
、
親
王
は
こ
こ
に
移
っ
て
い
た
。
天
正
十

年
の
本
能
寺
の
変
で
は
軍
勢
が
こ
の
周
囲
に
も
押
し
寄
せ
た
の
で
、
親
王
は
す
ぐ

近
く
の
禁
裏
に
避
難
し
、
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
た
。
こ
の
年（
天

正
十
年
）の
親
王
の
「
霍
乱
」
の
治
療
こ
そ
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
玄
朔
法
眼
叙

任
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
記
念
す
べ
き
治
療
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
玄
朔
は
三
十
四

歳
、
親
王
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。

　

秀
吉
と
親
王
の
関
係
も
親
密
で
あ
り
、
秀
吉
は
親
王
の
皇
子
八
条
宮
智
仁
親
王

を
猶
子
に
し
て
お
り
、
文
化
面
で
は
、
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）の
禁
裏
で
の
秀

吉
主
催
の
茶
の
湯
に
、
父
正
親
町
天
皇
と
共
に
出
席
し
て
い
る
。
茶
の
湯
の
ほ
か
、

和
歌
、
連
歌
、
立
花
な
ど
に
も
す
ぐ
れ
た
親
王
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
年（
天

正
十
四
年
）七
月
、
親
王
は
思
い
が
け
な
い
病
魔
に
襲
わ
れ
る
。「
瘧
疾
三
発
」
と

記
さ
れ
る
よ
う
に
瘧お

こ
りの
発
作
が
発
生
、
玄
朔
が
召
さ
れ
る
。
玄
朔
は
秀
吉
の
命
で

大
坂
で
宇
喜
多
秀
家
夫
人（
前
田
利
家
の
娘
豪
姫
）の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
京

へ
取
っ
て
返
し
た
よ
う
で
あ
る
。
投
薬
は
半
井
通
仙
軒
が
行
っ
た
が
、
そ
の
薬
を

飲
ん
だ
あ
と
、
再
び
瘧
が
三
発
も
起
こ
り
、
親
王
は
薨
じ
た
と
い
う
。
半
井
氏
は

「
色
を
変
じ
て
」「
山
科
の
薬
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
声
を
聞
い

た
半
井
流
の
あ
る
人
は
、「
山
科
家
の
丸
薬
が
な
か
っ
た
の
で
、
半
井
家
秘
伝
の

砒
を
入
れ
た
薬（
粉
薬
）を
進
上
し
た
た
め
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い
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う
。
玄
朔
に
と
っ
て
大
切
な
親
王
を
亡
く
す
と
い
う
、
悲
し
い
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
親
王
は
父
天
皇
の
譲
位
を
受
け
、
踐
祚
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

こ
の
た
び
の
発
病
の
た
め
薨
じ
て
し
ま
い
、
親
王
の
子
周
仁
親
王
が
皇
位
に
就
き
、

後
陽
成
天
皇
が
誕
生
す
る
。
親
王
に
は
「
陽
光
院
」
が
追
贈
さ
れ
た
。

　

右
の
誠
仁
親
王
の
瘧
の
治
療
記
事
は
『
配
剤
録
』
に
も
『
医
学
天
正
記
』
に
も

記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
治
療
や
投
薬
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
が
、
一
箇
所
異
な

る
記
載
が
あ
る
こ
と
が
発
見
で
き
る
。
半
井
通
仙
軒
が
薬
を
進
上
し
た
箇
所
で
、

『
医
学
天
正
記
乾
上
』
に
は
「
故
半
井
通
仙
軒
」
と
あ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
『
医
学
天
正
記
』
の
乾
巻
の
方
が
、『
配
剤
録
』
よ
り
も
後
に
編

纂
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
る
。
因
み
に
、
半
井
通
仙
院
は
瑞
策
で
、

剃
髪
後
は
驢
庵
と
呼
ば
れ
た
医
家
で
、
正
親
町
天
皇
か
ら
『
医
心
方
』
三
十
巻
と

通
仙
院
の
院
号
を
賜
っ
た
、
医
官
の
最
上
位
に
位
置
し
た
医
者
で
あ
る
。
彼
が
亡

く
な
っ
た
の
は
慶
長
元
年
八
月
な
の
で
、
玄
朔
は
『
医
学
天
正
記
』
を
編
纂
し
た

時
点（
慶
長
十
二
年
）で
、
無
意
識
の
う
ち
に
「
故
」
を
瑞
策
に
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

後
陽
成
天
皇
は
誠
仁
親
王
と
勧
修
寺
晴
子（
新
上
東
門
院
）の
間
の
皇
子
で
あ
り
、

十
六
歳
の
時
の
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）九
月
に
親
王
に
な
っ
た
が
、
父
誠
仁
親

王
が
す
で
に
七
月
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
十
一
月
、
天
皇
に
な
っ
て
い
る
。

在
位
は
二
十
六
年
、
豊
臣
政
権
と
初
期
徳
川
政
権
の
盛
衰
を
間
近
に
見
聞
き
し
た

天
皇
で
あ
る
。

　

後
陽
成
天
皇
は
「
和
仁
親
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
親
王
時
代（
十
三
歳
の
年
）の

天
正
十
一
年
に
痘
瘡
に
罹
り（（
（

、
最
初
に
竹
田
定
加
法
印
が
薬
を
進
上
し
た
が
回
復

せ
ず
、
腹
痛
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
た
め
に
玄
朔
が
召
さ
れ
、
玄
朔
調
合
の
薬
で

治
っ
て
い
る
。
こ
の
治
療
に
お
い
て
も
、
複
数
の
番
医
が
治
療
に
万
全
を
期
し
て

い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
後
慶
長
三
年
九
月
と
四
年
二
月
の
眩げ
ん

暈う
ん（

め
ま

い
）、
七
月
の
疝
気（
腰
腹
部
の
疼
痛
）、
慶
長
七
年
五
月
の
食
傷（
食
あ
た
り
）、
八
年

三
月
の
感
冒
、
九
年
五
月
の
癕よ

う

腫し
ゆ（

悪
性
の
は
れ
も
の
）、
慶
長
十
三
年
正
月
の
祝

酒
に
よ
る
心
肺
疾
患
、
十
四
年
の
感
冒
と
、
多
く
の
病
を
経
験
す
る
。
そ
の
中
で

慶
長
九
年
五
月
の
「
癕
腫
」
と
見
立
て
ら
れ
た
病
の
時
は
、
癕
が
破
れ
た
の
で
、

岩
倉
梅
隠
庵
と
大
徳
寺
玄
首
座
の
二
人
の
「
外
医
」（
外
科
医
）が
参
内
し
、
障
子

の
穴
か
ら
天
皇
を
診
る
と
い
う
か
た
ち
で
診
察
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天

皇
の
診
察
は
内
科
の
総
合
医
で
あ
る
半
井
氏
、
竹
田
氏
、
曲
直
瀬
氏
な
ど
が
行
い
、

特
別
の
場
合
の
み
外
科
医
が
呼
ば
れ
て
診
察
す
る
と
い
う
態
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

天
皇
に
対
し
て
は
灸
を
治
療
法
に
加
え
る
こ
と
も
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
慶
長
三
年
九
月
一
日
、
天
皇
が
俄
に
眩
暈
の
症
状
を
呈
し
、
い
っ
た
ん
持

ち
直
し
た
が
、
十
五
日
か
ら
竹
田
定
加
が
、
二
十
六
日
よ
り
祥
寿
院
瑞
久
が
、
十

月
二
日
よ
り
盛
方
院
淨
慶
が
治
療
し
た
が
、
十
一
日
に
天
皇
は
「
絶
入
」、
そ
こ

で
呼
ば
れ
た
玄
朔
が
治
療
に
当
た
り
、
灸
治
を
望
ん
だ
が
、「
旧
記
」
に
灸
は
な

い
の
で
「
不
可
」
と
の
廷
臣
の
判
断
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
こ
ろ
中
院
也
足

軒
が
旧
記
の
中
に
灸
を
見
出
し
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、「
今
後
灸
治
あ
る
べ
し
」
と

の
勅
意
が
あ
り
、
灸
と
内
服
薬
で
二
旬
に
し
て
完
治
し
て
い
る
。
天
皇
家
の
侍
医

集
団
と
廷
臣
と
の
診
療
を
め
ぐ
っ
て
の
討
論
と
模
索
の
さ
ま
が
知
ら
れ
る
。

　

後
陽
成
天
皇
は
慶
長
十
一
年
後
水
尾
天
皇
に
譲
位
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
も

「
院
御
所
様
」
と
し
て
『
医
学
天
正
記
』
に
登
場
し
、「
腫
瘍
」
と
下
血
の
症
状

を
呈
し
て
、
二
度
玄
朔
の
診
察
を
受
け
、
天
皇
の
病
は
そ
れ
ぞ
れ
「
諸
瘡
」（
き

ず
と
は
れ
も
の
）と
「
虚
労
」（
心
身
の
衰
弱
）に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
例
の

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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症
状
が
現
れ
た
時
の
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
院
御
所
様
」
と
の
表
記
の
仕

方
か
ら
み
て
、
後
陽
成
天
皇
が
譲
位
し
た
後
の
一
六
一
二
年
か
ら
亡
く
な
る
一
六

一
七
年
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。

　

後
陽
成
天
皇
の
弟
が
八
条
宮
智と

し

仁ひ
と

親
王
で
あ
る
。
初
め
、
秀
吉
の
猶
子
と
な
っ

た
が
、
淀
殿
が
鶴
松
を
生
ん
だ
た
め
、
宮
家
を
創
出
、
八
条
宮
と
呼
ば
れ
る
。
天

正
十
九
年（
一
五
九
一
）十
三
歳
の
と
き
、
親
王
宣
下
を
受
け
、
元
服
し
、
式
部
卿

に
任
じ
ら
れ
た
。
文
禄
五
年（
一
五
九
六
）細
川
幽
斎
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の

講
釈
を
受
け
、
ま
た
古
今
伝
授
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）一

品
に
叙
せ
ら
れ
、
寛
永
二
年（
一
六
一
五
）受
け
継
い
だ
古
今
伝
授
を
後
水
尾
天
皇

に
授
け
、
近
世
初
期
の
宮
廷
に
継
承
さ
れ
る
「
御
所
伝
授
」
の
基
礎
を
築
い
た
文

化
人
で
あ
る
。

　

智
仁
親
王
に
対
す
る
玄
朔
の
診
察
回
数
は
二
回
と
ご
く
少
な
い
。
最
初
の
診
察

は
天
正
十
七
年（
一
五
八
九
）春
で
、
親
王
十
一
歳
の
と
き
で
あ
る
。
四
月
に
は
発

熱
の
症
状
が
出
て
、
初
め（
半
井
）通
仙
瑞
策
、
驢
庵
瑞
慶
父
子
が
診
た
が
効
が
な

く
、
竹
田
定
加
法
印
が
治
療
に
当
た
っ
た
時
は
、
班
が
出
て
熱
も
高
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
盛
方
院
淨
慶
と
牧
庵
の
両
人
の
談
合
で
薬
を
進
上
し
た
が
、
な
お
悪
寒
が

止
ま
ず
、
身
体
は
冷
え
、
脈
も
絶
え
、
諸
医
の
技
は
出
尽
く
し
た
状
況
に
な
っ
た
。

こ
の
時
民
部
卿
法
印（
前
田
玄
以
）が
玄
朔
に
「
病
状
を
詳
し
く
分
析
し
用
捨
な
く

申
す
よ
う
に
」
と
命
じ
た
。
そ
こ
で
玄
朔
は
「
傷
寒
四
逆
の
証
と
見
る
」
と
答
え
、

薬
毒
も
甚
だ
し
い
の
で
、「
四
逆
湯
」
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、

諸
医
は
賛
同
し
た
、
と
記
す（
乾
上
）。

　

同
年
五
月
の
治
療
に
つ
い
て
は
『
配
剤
録
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

発
熱
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
親
王
を
診
た
の
は
竹
田
、
驢
庵
、
祐
乗
、
上
池
で

あ
っ
た
が
、
民
部
卿
法
印
が
「
御
検
使
」
と
な
っ
て
『
医
林
集
要
』
の
四
巻
を
開

い
て
、「
茯ぶ
く

苓り
よ
う四
逆
湯
」
を
与
う
べ
し
と
い
っ
た
。
そ
れ
を
与
え
る
と
一
服
で
脈

が
は
っ
き
り
し
、
十
余
日
で
本
復
し
た
と
い
う
。
親
王
の
本
復
を
関
白
秀
吉
は
た

い
そ
う
喜
び
、「
御
感
の
余
り
」「
御
馬
」
を
下
さ
れ
た
。

　

天
正
十
七
年
に
智
仁
親
王
が
二
度
感
冒
ま
た
は
傷
寒
を
煩
っ
た
の
か
、
一
度
の

病
を
別
々
に
四
月
と
五
月
と
し
て
書
き
記
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
智
仁

親
王
の
病
に
関
し
て
は
、
当
時
親
王
は
秀
吉
の
猶
子
で
あ
っ
た
の
で
、
天
正
十
一

年
か
ら
京
都
奉
行
を
務
め
、
後
に
五
奉
行
の
一
人
に
も
な
る
豊
臣
政
権
の
重
臣
で

あ
る
前
田
玄
以
が
、
腕
の
確
か
な
医
家
で
あ
る
玄
朔
を
呼
び
出
し
、
ま
た
『
医
林

集
要
』
と
い
う
医
学
書
を
調
べ
さ
せ
た
こ
と
が
、
親
王
を
本
復
さ
せ
た
原
動
力
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
秀
吉
政
権
下
で
は
玄
朔
は
番
医
の
中
で
も
特
に
技
量

の
高
い
医
者
で
あ
り
、
秀
吉
の
評
価
も
高
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

親
王
の
病
を
乾
上
で
「
傷
寒
」（
激
し
い
熱
病
）に
分
類
し
た
の
は
、
初
期
の
感
冒

の
症
状
か
ら
諸
医
の
治
療
を
経
て
、
玄
朔
が
「
傷
寒
」
で
あ
る
こ
と
を
結
論
づ
け
、

本
復
し
た
と
い
う
経
緯
を
、
後
進
の
医
書
に
書
き
残
す
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

『
医
学
天
正
記
』
の
坤
に
、
も
う
一
箇
所
「
八
条
御
所
様
」
が
登
場
す
る
。

「
痰
」
に
分
類
さ
れ
る
病
に
み
え
る
「
八
条
御
所
様
」
は
智
仁
親
王
で
、『
配
剤

録
』
や
『
医
学
天
正
記
』
乾
巻
成
立
以
後
の
慶
長
十
二
年
以
後
、
親
王
が
亡
く
な

る
寛
永
六
年（
一
六
二
九
）ま
で
の
病
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
皇
家
の
最
後
に
検
討
し
て
お
き
た
い
の
は
、
後
陽
成
天
皇
や
八
条
宮
智
仁
親

王
の
生
母
勧
修
寺
晴
子（
新
上
東
門
院
）の
症
例
で
あ
る
。
こ
の
人
は
勧
修
寺
晴
右

の
娘
で
、
誠
仁
親
王
に
上
臈
と
し
て
仕
え
、「
阿
茶
局
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ

し
て
親
王
と
の
間
に
後
陽
成
天
皇
な
ど
多
く
の
子
女
を
生
ん
で
い
る
。
後
陽
成
天
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皇
を
生
ん
だ
の
は
晴
子
十
九
歳
の
と
き
の
元
亀
二
年（
一
五
七
一
）、
智
仁
親
王
を

生
ん
だ
の
は
二
十
七
歳
の
天
正
七
年（
一
五
七
九
）で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
産
は
何

事
も
な
く
安
産
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）の
御
産
で
「
産

後
血
暈
」（
産
後
の
ふ
る
え
）と
の
記
載
が
あ
り
、
玄
朔
が
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

後
も
後
陽
成
天
皇
時
代
の
慶
長
四
年（
四
十
七
歳
）に
「
准
后
様（
国
母
）」
と
し
て
、

ま
た
慶
長
六
、
十
、
十
二
年
に
眩
暈（
め
ま
い
）の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
診
察
を
う

け
て
い
る
。
慶
長
年
間
に
は
「
持
病
」
と
あ
る
よ
う
に
、
眩
暈
、
不
食
が
女
院
の

更
年
期
以
後
に
悩
ま
さ
れ
た
病
気
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

女
官
の
上
位
に
あ
っ
た
典
侍
や
掌
侍（
勾
当
内
侍
）の
う
ち
玄
朔
の
診
察
を
受
け

た
の
は
五
名
で
あ
る
。
一
人
は
天
正
十
九
年
春
に
「
二
宮
七
条
殿
」
を
生
ん
だ
二

十
余
歳
の
「
大
典
侍
殿
」
で
、
御
産
の
七
日
後
に
腰
か
ら
足
ま
で
の
浮
腫
な
ど
で

医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
る
。
初
め
祐
乗
坊
が
治
療
に
当
た
っ
た
が
、
効
果
は
み

ら
れ
ず
、
玄
朔
に
交
替
し
た
こ
と
で
浮
腫
は
悉
く
退
い
た
と
い
う（『
配
剤
録
』）。

こ
の
症
例
は
『
医
学
天
正
記
』
坤
で
は
「
産
後
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

二
人
目
は
慶
長
十
一
年
に
「
二
十
余
歳
」
で
あ
っ
た
「
藤
大
典
侍
殿
」
と
呼
ば

れ
た
日
野
輝
資
の
娘
で
あ
る
従
三
位
日
野
輝
子
の
、
永
く
続
い
た
「
寒
熱
」
で
あ

る（『
配
剤
録
』）。
こ
の
症
例
は
『
医
学
天
正
記
』
で
は
乾
・
坤
共
に
「
虚
労
」
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
野
輝
子
は
翌
慶
長
十
二
年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
病
が
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
人
目
は
『
医
学
天
正
記
』
に
の
み
登
場
す
る
「
大
典
侍
殿
」
で
、
八
十（
坤
）

か
八
十
一
歳（
乾
）の
時
の
病
で
あ
る
。
診
断
は
「
傷
寒
」
で
あ
り
、
初
め
竹
田
法

印
が
五
、
六
日
治
療
し
た
が
八
日
目
に
な
っ
て
も
「
譫う

わ

言ご
と

」
が
止
ま
ず
、「
潮

熱
」
も
出
た
と
い
う
症
例
で
あ
る
。
こ
の
診
察
に
は
「
十
二
年
春
」
の
注
記
が
あ

る
が
、
竹
田
法
印
定
加
は
慶
長
五
年
六
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、「
十
二

年
」
は
天
正
十
二
年
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
こ
の
「
大
典
侍
殿
」
の
実
名
は
判
明

し
な
い
。

　

四
人
目
は
慶
長
十
年
と
十
一
年
に
「
労
咳
」（
肺
結
核
）「
感
冒
」「
霍
乱
」（
日

射
病
・
吐
泻
病
）で
診
察
を
受
け
た
「
勾
当
内
侍
」
持
明
院
基
子
で
あ
る
。
慶
長
十

年
の
病
の
後
、
女
官
を
退
き
、「
第
八
皇
女
」
を
生
ん
で
い
る
。（
言
経
卿
記
）。

　

五
番
目
は
『
医
学
天
正
記
』
の
乾
、
坤
に
「
班
疹
」
の
症
例
と
し
て
登
場
す
る

「
勾
当
内
侍
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
診
察
も
初
め
竹
田
法
印
が
治
療
し
た
が
効

果
が
な
く
、
玄
朔
の
投
薬
で
回
復
し
て
い
る
。
玄
朔
の
治
療
の
腕
の
確
か
さ
が
際

立
つ
症
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
は
じ
め
竹
田
定
加
が
診
察
し
て
い
る

の
で
、
彼
の
死（
慶
長
五
年
）以
前
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
、
宮
中
の
女
官
の
事
例
と
し
て
は
、『
配
剤
録
』
に
慶
長
十
一
年
七
月

と
八
月
の
「
権
大
納
言
局
」
の
病
気
の
診
察
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
症
例
を
見
る
と
、
女
官
の
病
も
、
勾
当
内
侍
な
ど
高
級
女
官
に
つ
い

て
は
、
天
皇
家
の
家
族
の
例
に
準
じ
て
、
侍
医
の
診
察
が
な
さ
れ
、
う
ま
く
回
復

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
複
数
の
医
師
の
診
察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
玄
朔
な
ど

当
時
の
侍
医
は
産
科
か
ら
小
児
科
、
内
科
に
至
る
幅
広
い
分
野
を
担
当
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
玄
朔
は
侍
医
集
団
の
中
で
も
特
に
治
効
を
あ
げ
て
い
た
名
医
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　［
豊
臣
家
］

　

豊
臣
秀
吉
が
曲
直
瀬
玄
朔
の
診
察
を
受
け
た
の
は
、
天
正
二
十
年
二
月
の
「
感

冒
」
の
時
の
み
で
あ
り
、
他
の
医
師
の
診
察
に
つ
い
て
も
、
慶
長
二
年
か
ら
三
年

の
最
後
の
病
の
時
を
除
け
ば
、
天
正
十
一
年
の
急
病
時
に
堺
円
心
の
薬
で
本
復
し

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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た
例
や
、
十
三
年
五
月
に
坂
本
で
煩
っ
た
例（（
（

以
外
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
前

稿
で
述
べ
た
よ
う
に
秀
吉
が
採
用
し
て
い
た
番
医
制
が
右
の
天
正
十
二
年
ご
ろ
か

ら
機
能
し
始
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
秀
吉
の
番
医
制
の
成
立
に
つ
い
て
は
後

に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
秀
吉
自
身
、
番
医
に
編
成
さ
れ
て
い
る
医
家
た
ち
に
、

交
互
に
診
察
さ
せ
て
い
た
た
め
、
諸
医
家
の
家
の
記
録
に
は
特
別
の
場
合
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
書
き
残
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

豊
臣
政
権
特
に
秀
吉
の
番
医
制
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秀
吉
は
自
ら
の

病
を
診
察
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
番
医
の
利
用
を
重
視
し
、
独
特
の
活
用
法
を
編

み
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
秀
吉
の
親
族
、
家
臣
や
本
願
寺
門
跡
顕
如
な

ど
、
味
方
に
付
け
て
お
く
べ
き
人
々
の
病
の
治
療
に
番
医
を
差
し
向
け
た
こ
と
、

ま
た
本
能
寺
の
変
後
聚
楽
第
建
設
以
前
は
、
朝
廷
対
策
の
た
め
京
に
入
っ
た
と
き
、

番
医
竹
田
定
加
の
三
条
御
倉
町
の
屋
敷
を
用
い
、
施
薬
院
全
宗
に
つ
い
て
は
、
秀

吉
が
関
白
に
任
じ
ら
れ
た
と
き
、「
徳
雲
」（
全
宗
）の
屋
敷
か
ら
「
カ
チ
」
で
長

橋
局
ま
で
出
か
け
、
そ
こ
で
衣
冠
を
改
め
て
参
内
し
た
よ
う
に（（
（

、
医
者
と
し
て
ま

た
立
ち
寄
り
所
と
し
て
政
治
に
も
利
用
し
た
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
天
正
十
一
年
三
月
に
曲
直
瀬
正
慶（
曲
直
瀬
道
三
初
代
・
一
渓
）に
命
じ

て
柴
田
勝
豊
を
治
療
さ
せ
て
い
る
の
が
好
例
で
あ
る
。
本
能
寺
の
変
と
そ
の
後
の

清
須
会
議
後
、
秀
吉
は
長
浜
城
を
柴
田
勝
家
の
属
城
と
し
、
そ
こ
に
は
勝
家
の
養

子
勝
豊
が
入
っ
た
。
そ
の
勝
豊
が
病
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
秀
吉
は
、
天
正
十
一
年

三
月
二
十
一
日
、
勝
豊
を
京
都
に
呼
び
寄
せ
、
法
眼
曲
直
瀬
正
慶
に
治
療
さ
せ
た

が
、
そ
の
甲
斐
無
く
、
勝
豊
は
亡
く
な
っ
て
い
る（（1
（

。
四
月
の
賤
ヶ
岳
合
戦
、
そ
し

て
北
ノ
荘
城
落
城
の
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

同
十
一
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
秀
吉
は
近
江
坂
本（
前
年
ま
で
明
智
光
秀

の
居
城
）に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
前
田
利
家
の
娘
摩
阿
姫
に
手

紙
を
出
し
、
明
年
大
坂
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る（（1
（

。
そ
し
て
天
正
十
一

年
五
月
に
は
坂
本
で
、「
以
外
煩
」
と
い
う
状
態
で
病
に
伏
し
た
の
で
、
天
皇
家

は
諸
寺
社
に
祈
祷
さ
せ
、
平
癒
を
祈
ら
せ
て
い
る（（1
（

。
大
坂
城
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、

こ
こ
に
移
る
天
正
十
二
年
八
月
ま
で
は
、
秀
吉
は
山
崎
城
と
坂
本
そ
れ
に
京
を
往

来
し
て
、
信
長
後
継
者
と
し
て
の
姿
を
固
め
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
さ
ま
が
浮

か
び
上
が
る
。
聚
楽
第
が
完
成
す
る
の
は
天
正
十
五
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
名
実
と
も
に
「
天
下
人
」
と
な
る
た
め
に
、
属
し
た
家
臣
や
番
医
た
ち
に
所
領

給
与
や
安
堵
を
な
す
と
共
に
、
家
臣
た
ち
に
は
番
医
を
派
遣
し
て
、
そ
の
診
察
を

受
け
さ
せ
る
と
い
う
恩
典
を
与
え
、
ま
た
臣
従
し
た
者
た
ち
と
の
婚
姻
関
係
を
形

成
す
る
と
い
う
、
政
治
的
に
重
要
な
諸
方
策
を
始
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
実
例
を
二
、
三
挙
げ
よ
う
。
秀
吉
は
天
正
十
二
年
九
月
、
番
医
竹
田
定
加

に
命
じ
て
、
そ
れ
ま
で
病
の
治
療
を
祈
祷
で
行
っ
て
い
た
亀
山
城
の
養
子
秀
勝

（
信
長
四
男
）の
元
に
急
行
さ
せ
、
診
察
さ
せ
た
。
病
名
は
「
胸
労
」
で
あ
っ
た
。

同
年
八
月
、
定
加
が
所
領
を
加
増
さ
れ
た
の
は
、
番
医
と
し
て
秀
吉
の
「
御
用
」

を
勤
め
は
じ
め
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
年
後
の
天
正
十
三
年
秀
勝
は
亡
く

な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
秀
吉
は
大
政
所
や
丹
羽
長
秀
、
織
田
信
雄
の
妻
、
宇
喜
多

秀
家
、
中
村
一
氏
の
元
へ
竹
田
定
加
を
派
遣
し
て
い
る（（1
（

。
こ
う
し
た
竹
田
氏
の
使

い
方
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
天
正
十
二
年
に
は
秀
吉
の
番
医
制
が
成
立
し
て
い

た
こ
と
、
秀
吉
は
天
皇
家
の
侍
医
、
足
利
義
輝
の
挙
げ
た
「
良
医
次
第
」（
吉
田

盛
方
院
浄
忠
・
竹
田
定
珪
・
半
井
驢
庵
・
友
乗
坊（
（1
（

）、
主
君
信
長
の
診
察
を
担
当
し
た

医
師
な
ど
の
診
察
を
参
考
に
、
独
自
の
番
医
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

か
つ
て
信
長
に
厳
し
く
対
立
し
て
き
た
本
願
寺
光
佐（
顕
如
）の
も
と
に
は
、
秀
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吉
は
天
正
十
四
年
十
一
月
、
医
師
祐
庵
、
一
鴎（
宗
虎
）、
曲
直
瀬
道
三（
玄
朔
）な

ど
番
医
を
貝
塚
へ
と
次
々
に
遣
わ
し
て
診
察
さ
せ
て
い
る（（1
（

。
こ
の
場
合
は
顕
如
の

診
察
を
主
に
担
当
し
て
い
た
竹
田
法
印（
定
加
）や
半
井
通
仙
軒
の
診
察
に
効
果
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
天
正
十
二
年
に
は
秀
吉

の
番
医
制
は
確
立
し
以
後
順
調
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　

文
禄
元（
天
正
二
十
）年
正
月
、
自
ら
の
出
征
に
先
立
っ
て
諸
大
名
の
人
質
を
大

坂
城
に
送
ら
せ
る
。
自
ら
は
先
述
の
よ
う
に
感
冒
で
二
月
に
大
坂
で
曲
直
瀬
玄
朔

の
診
察
を
受
け
、
五
月
に
は
甥
で
関
白
を
譲
っ
た
秀
次
に
、
自
身
の
渡
海
を
控
え

て
、
明
国
と
朝
鮮
の
処
置
や
出
兵
準
備
を
命
じ
て
い
る（（1
（

。
一
方
秀
次
は
同
年
九
月
、

尾
張
に
い
る
実
父
三
好
吉
房（
一
路
）の
病
を
、
医
師
寿
命
院（
秦
宗
巴
）を
派
遣
し

て
診
察
さ
せ
て
い
る（（1
（

。
宗
巴
は
十
日
後
に
帰
洛
し
た
。
こ
の
時
、
秀
次
が
秀
吉
の

医
師
派
遣
と
同
じ
方
法
を
採
用
し
て
、
実
父
を
診
察
さ
せ
た
こ
と
は
、
後
に
秀
吉

の
不
満
を
増
幅
さ
せ
た
一
要
因
と
な
っ
た
と
思
う
。

　

文
禄
二
年
二
月
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秀
吉
は
京
都
と
奈
良
の
医
師
を
徴

用
し
て
名
護
屋
へ
、
次
い
で
朝
鮮
へ
送
っ
て
い
る
。
曲
直
瀬
玄
朔
も
十
八
日
間
ほ

ど
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
細
川
幽
斎
や
松
井
友
閑
と
共
に
「
諸

医
衆
歴
々
」
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
国
内
で
も
秀
吉
は
医
師
を
活
用
し
、
養
女
豪

姫
の
病
に
は
、
文
禄
四
年
十
月
、
内
侍
所
で
御
神
楽
を
催
し
て
も
ら
っ
た
り
、
稲

荷
社
に
祈
祷
さ
せ
る
ほ
か
、
慶
長
二
年
三
月
に
は
曲
直
瀬
正
琳（
玄
朔
の
娘
聟
）に

診
察
さ
せ
、
政
治
向
き
の
話
を
す
る
た
め
た
び
た
び
施
薬
院
全
宗
邸
を
訪
れ
て
い

る
。
そ
し
て
慶
長
二
年
十
二
月
、
秀
吉
の
病
中
に
闕
番
し
た
竹
田
定
加
、
半
井
驢

庵
、
祐
乗
、
吉
田
盛
方
、
祐
庵
の
五
名
を
罰
し
て
い
る（（1
（

。
彼
ら
は
秀
吉
の
番
医
の

中
心
に
位
置
し
た
人
々
で
あ
る
。
玄
朔
は
こ
れ
ら
五
名
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秀
吉
は
抱
え
て
い
た
当
代
の
名
医
達
を
番
医
と
し
て
代
わ
る
代

わ
る
豊
臣
家
の
親
族
の
治
療
や
、
手
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
諸
家
、
家
臣
の
診
察

に
派
遣
し
、
そ
の
こ
と
で
諸
家
や
家
臣
か
ら
の
信
頼
を
築
き
上
げ
、
医
術
を
通
じ

て
公
家
、
寺
社
や
家
臣
団
と
の
政
治
的
結
束
を
深
め
た
の
で
あ
る
。

　

番
医
を
右
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
は
、
豊
臣
政
権
の
特
徴
で
あ
る
。
信
長
に
は

見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
創
設
し
た
番
医
を
、
自
ら
の
病
や
親
族
の
病
の
治

療
に
あ
て
る
だ
け
で
な
く
、
豊
臣
政
権
の
天
皇
家
と
の
密
接
な
関
係
、
家
臣
と
の

主
従
関
係
、
公
家
・
寺
社
と
の
関
係
修
復
に
、
秀
吉
は
活
用
し
た
。
そ
の
姿
を
間

近
に
見
た
家
康
は
、
自
ら
の
番
医
を
加
え
て
新
た
な
番
医
制
を
編
成
し
、
そ
れ
は

幕
府
の
番
医
・
奥
医
制
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　

次
に
検
討
す
る
の
は
秀
吉
の
甥
秀
次
で
あ
る
。
こ
の
人
は
玄
朔
と
の
関
係
が
密

接
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
。
玄
朔
は
天
正
二
十
年
正
月
、
秀
次
二
十
五

歳
の
時
に
初
め
て
診
察
し
た
。
お
そ
ら
く
秀
吉
の
番
医
と
し
て
秀
吉
か
ら
診
察
を

命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
秀
次
は
、
以
前
か
ら
上
顎
の
破
損
で
「
外
医
」（
外

科
医
）に
診
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
お
も
わ
し
く
な
く
、
顔
は
赤
く
、
脈
も
浮
い

て
い
た
の
で
、
玄
朔
が
診
察
し
、「
咳
嗽
」（
乾
上
）と
診
断
し
、
そ
の
薬
を
調
合

し
た
。
文
禄
二
年
秋
に
は
「
気
積
」
に
よ
り
胸
が
塞
ぎ
、
痰
喘
息
も
現
れ
た
の
で

ま
た
診
察
を
受
け
、
こ
の
た
び
は
「
痰
嗽
」（
坤
）と
診
断
さ
れ
、
異
な
る
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
る
。
七
月
に
秀
次
事
件
が
発
生
す
る
直
前
の
文
禄
四
年
六
月
、
秀
次

は
伏
見
で
病
に
伏
し
、
玄
朔
が
治
療
に
当
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
秀
次
は
一
貫
し

て
持
病
の
治
療
を
玄
朔
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
、
玄
朔
が
縁
座
し
て
佐
竹
氏
の
も

と
へ
預
け
ら
れ
た
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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秀
吉
の
子
秀
頼
は
二
度
玄
朔
の
診
察
を
受
け
て
い
る
。
最
初
は
子
供
の
こ
ろ
で
、

「
寒
熱
」（
悪
感
と
熱
気
）と
頭
痛
の
症
状
を
玄
朔
が
診
察
、
薬
を
調
合
し
な
お
し

て
治
っ
て
い
る
。
こ
の
治
療
は
、
坤
で
は
「
小
児
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
二
度

目
の
診
察
は
「
右
府
秀
頼
公
」
と
あ
る
の
で
、
慶
長
十
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
慶
長
十
七
年（
一
六
一
二
）二
月
で
は
な
い
か
と
思
う（（1
（

。
玄
朔
は
「
息
賁
」
と

診
断
し
、
投
薬
の
末
、
一
月
か
か
っ
て
平
復
し
て
い
る
。

　

秀
頼
の
病
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
二
度
の
曲
直
瀬
一
門
の
診
断
の
間
に
発

生
し
た
、
慶
長
十
三
年（
一
六
〇
八
）の
疱
瘡
で
あ
る
。
疱
瘡
は
慶
長
九
年
冬
か
ら

十
年
に
か
け
て
畿
内
で
大
流
行
し
、
十
年
年
末
に
は
京
都
で
猛
威
を
振
る
い
、
十

一
年
に
は
和
仁
王
が
罹
患
し
て
い
た（（2
（

。
そ
の
後
、
慶
長
十
五
年
二
月
に
も
京
都
で

流
行
し
、
政
仁
親
王
が
罹
患
し
て
い
る
。
何
度
も
疱
瘡
の
大
流
行
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
疱
瘡
に
秀
頼
は
慶
長
十
三
年
二
月
に
罹
患
し
て
い
る
。
大
坂
城

中
で
は
、
あ
わ
て
て
義
演
に
病
気
平
癒
を
祈
ら
せ
、
朝
廷
で
も
「
臨
時
御
神
楽
」

を
内
侍
所
に
奏
し
て
秀
頼
の
平
癒
を
祈
り
、
勅
使
を
北
野
社
に
派
遣
し
て
回
復
を

願
っ
た
り
し
た
。
四
月
に
回
復
し
た
秀
頼
は
、
片
桐
且
元
を
朝
廷
に
派
遣
し
、
祈

祷
の
恩
を
謝
し
、
ま
た
鞍
馬
寺
を
修
造
し
た
り
、
秀
頼
の
乳
母
が
秀
頼
の
た
め
に

大
神
宮
で
「
大
神
楽
」
を
奏
し
た
の
は（（2
（

、
豊
臣
家
挙
げ
て
の
神
仏
へ
の
感
謝
の
念

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

い
っ
ぽ
う
諸
大
名
に
と
っ
て
は
、
関
ヶ
原
か
ら
八
年
が
経
っ
て
お
り
、
特
に
西

国
の
大
名
た
ち
は
徳
川
の
意
向
に
配
慮
し
て
、
豊
臣
家
の
様
子
を
伺
う
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
福
島
正
則
だ
け
が
「
急
大
坂
へ
参
上
」
し
日
々
左
右
に

侍
っ
て
看
護
し
た
と
い
う（（2
（

。
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
慶
長
五
年
七
月
に
小
山
で
い
ち

早
く
家
康
に
味
方
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
、
そ
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
福
島

正
則
は
、
信
頼
の
証
と
し
て
戦
後
安
芸
・
備
後
四
十
九
万
八
千
石
の
大
大
名
・
広

島
城
主
と
な
り
、
そ
の
上
慶
長
九
年
に
家
康
は
養
女
・
牧
野
康
成
の
娘
を
福
島
に

嫁
さ
せ
て
結
束
を
強
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
島
正
則
が
の
ち
徳
川
家
か

ら
疎
ま
れ
、
目
の
敵
に
さ
れ
る
大
き
な
理
由
は
、
福
島
正
則
自
身
が
秀
頼
も
ま
た

主
君
だ
と
信
じ
て
い
る
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
正
則
は
四
十
八
歳
で

あ
っ
た
。

　

小
早
川
秀
秋
は
お
ね
の
兄
木
下
家
定
の
五
男
で
長
浜
で
生
ま
れ
た
。
早
く
か
ら

秀
吉
夫
妻
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
、
秀
吉
に
実
子
が
生
ま
れ
た
た
め
、
文
禄
二

年（
一
五
九
三
）小
早
川
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
秀
秋
は
こ
の
と
き
十
二
歳
。

翌
年
十
一
月
に
小
早
川
隆
景
の
領
国
三
原
に
着
き
、
小
早
川
家
の
跡
を
継
ぐ
こ
と

が
約
束
さ
れ
た
。
秀
秋
十
六
歳
の
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）、
隆
景
が
亡
く
な
り
、

小
早
川
家
を
継
承
し
「
備
前
中
納
言
」「
岡
山
中
納
言
」
と
呼
ば
れ
た
。
関
ヶ
原

合
戦
時
、
西
軍
か
ら
東
軍
に
寝
返
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
秀
秋
に
つ
い
て

は
慶
長
六
年
七
月
に
酒
疸
に
よ
る
黄
疸
の
症
状
が
激
し
く
な
り
、
治
療
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。『
配
剤
録
』『
医
学
天
正
記
』
の
い
ず
れ
に
も
「
胸
中
煩
問
（
悶
カ
）全

不
食
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
症
状
は
、
関
ヶ
原
合
戦
時
の
行
動
の
影
響
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
乾
下
で
は
「
黄
疸
」、
坤
で
は
「
消し

よ
う
か
ち
渇
」（
糖
尿
病
）に
分
類
さ
れ
、

処
方
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
慶
長
六
年
に
二
度
診
察
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

秀
秋
は
翌
年
亡
く
な
っ
て
い
る
。
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

　

秀
吉
の
側
室
淀
殿
に
関
し
て
も
、
慶
長
六
年
以
後
の
診
察
記
録
が
あ
る
。
慶
長

六
年
、
淀
殿
は
三
十
五
歳
で
あ
る
。
六
年
に
「
御
気き

鬱う
つ

」「
眩
暈
」
で
、
八
年
に

は
「
気
鬱
胸
中
痞
寒
而
痛
」
で
、
ま
た
年
は
不
明
だ
が
「
感
冒
」
で
診
察
を
受
け

た
。
淀
殿
は
『
配
剤
録
』『
医
学
天
正
記
』
で
「
秀
頼
公
御
母
」「
内
大
臣
秀
頼
公
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御
母
」「
大
坂
上
様
」「
右
大
臣
秀
頼
公
母
公（
君
）」
と
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
病
状
は
「
気
鬱
」
と
感
冒
の
み
で
あ
る
。
こ
の
持
病
に
も
な
っ
た
気
鬱
は

『
医
学
天
正
記
』
坤
で
は
「
気
門
」
と
「
心
痛
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

関
ヶ
原
合
戦
後
、
淀
殿
は
、
慶
長
九
年
に
故
羽
柴
秀
勝
と
お
江
の
間
に
生
ま
れ

て
い
た
女
子
を
、
九
条
忠
栄
の
正
室
と
す
る
婚
姻
を
結
ば
せ
て
い
る
。
浅
井
家
の

子
孫
と
し
て
、
ま
た
残
さ
れ
た
浅
井
一
族
の
長
老
と
し
て
、
彼
ら
の
面
倒
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
か
ら
で
あ
ろ
う
。
慶
長
八
年
八
月
、
淀
殿
は
明

経
博
士
舟
橋
秀
賢
に
命
じ
て
「
貞
永
式
目
仮
名
抄
」
を
作
ら
せ
て
い
る（（2
（

。
大
坂
城

で
秀
頼
の
後
見
役
を
務
め
る
淀
殿
の
政
治
上
の
参
考
書
と
し
て
書
か
せ
た
も
の
と

推
測
で
き
る
。
淀
殿
の
関
ヶ
原
以
後
の
気
鬱
は
、
徳
川
家
に
対
抗
し
つ
つ
一
心
に

秀
頼
の
後
見
役
を
務
め
る
こ
と
に
よ
る
心
労
の
た
め
、「
気
鬱
」
の
症
状
が
繰
り

返
し
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
配
剤
録
』
と
『
医
学
天
正
記
』
の
淀
殿
関
連
の
記
述
を
比
較
し
て
み
る
と
、

症
状
に
つ
い
て
は
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
投
薬
に
つ
い
て
は
『
医
学
天
正

記
』
の
坤
の
記
載
の
ほ
う
が
詳
し
く
、
新
し
い
薬
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点

か
ら
も
『
医
学
天
正
記
』
は
医
学
を
志
す
読
者
に
対
す
る
医
学
書
で
、『
配
剤

録
』
と
『
医
学
天
正
記
』
の
乾
巻
編
纂
以
後
に
、
玄
朔
一
門
に
よ
っ
て
再
編
成
さ

れ
た
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　［
徳
川
家
］

　

徳
川
家
康
が
玄
朔
一
門
の
診
察
を
受
け
た
記
録
は
な
い
。
し
か
し
家
康
は
曲
直

瀬
氏
以
外
の
医
家
と
広
く
交
流
し
た
り
、
知
行
を
与
え
た
り
、
親
交
の
あ
る
大
名

家
に
医
師
を
派
遣
し
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）三
月
に
家

康
は
医
師
南
條
宗
虎（
一
鴎
）の
京
の
屋
敷
を
訪
れ
て
お
り（（2
（

、
関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶

長
七
年（
一
六
〇
二
）三
月
、
医
師
片
山
宗
哲
に
合
計
五
百
石
の
知
行
を
与
え（（2
（

、
四

月
に
は
将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
り
、
そ
の
後
の
慶
長
十
年
十
二
月
に
は
、
島
津
龍
伯

（
義
久
）の
病
に
対
し
、
医
師
祐
乗
を
島
津
家
に
遣
わ
し
て
い
る（（2
（

。
味
方
に
引
き
つ

け
て
お
き
た
い
大
名
家
や
家
臣
の
家
に
お
抱
え
医
師
を
遣
わ
す
の
は
、
秀
吉
の
や

り
方
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

徳
川
幕
府
の
二
代
目
将
軍
と
な
っ
た
秀
忠
は
、
家
康
と
そ
の
側
室
西
郷
氏
於
愛

の
方（
宝
台
院
）の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）淀
殿
の
妹
お
江
と

婚
姻
し
た
。
秀
忠
の
最
初
の
妻
は
天
正
十
八
年（
一
五
八
〇
）秀
吉
の
肝
入
り
で
結

婚
し
た
織
田
信
雄
の
娘
で
あ
る
。
婚
儀
は
聚
楽
第
で
執
り
行
わ
れ
、
そ
れ
が
済
む

と
秀
忠
は
駿
府
に
帰
っ
て
い
る
。
秀
忠
は
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
織
田
信
雄
は
信
長

の
次
男
で
あ
る
が
、
こ
の
年（
天
正
十
八
年
）の
秀
吉
の
北
条
征
伐
後
、
秀
吉
の
怒

り
を
買
い
、
下
野
烏
山
に
流
さ
れ
出
家
し
た
あ
と
、
家
康
の
取
り
な
し
で
復
権
す

る
と
い
う
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
秀
吉
は
改
め
て
秀
忠
の
正
室
を

自
ら
の
親
族
の
中
か
ら
選
び
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
禄
四
年
九
月
に
秀
忠
と
結

婚
し
た
お
江
は
、
二
年
後
の
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）、
伏
見
で
千
姫
を
生
む
。
お

江
の
長
女
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
秀
吉
は
、
早
速
実
子
秀
頼
と
千
姫
の
婚
姻
を
約

束
さ
せ
、
関
ヶ
原
後
の
慶
長
八
年
、
七
歳
の
千
姫
は
大
坂
城
の
秀
頼
の
元
に
嫁
ぐ

の
で
あ
る
。

　

秀
忠
が
玄
朔
の
診
察
を
受
け
た
の
は
慶
長
十
一
年
三
月
の
「
感
冒
、
頭
痛
」

（
配
剤
録
）と
坤
巻
の
食
傷
の
二
回
の
み
で
あ
る
。
坤
に
は
「
大
樹
」
と
あ
る
か
ら

秀
忠
が
将
軍
に
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
健
康
な
体
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

将
軍
職
を
継
い
で
か
ら
の
秀
忠
は
、
秀
吉
、
家
康
の
政
策
を
一
部
継
承
し
、
重
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臣
榊
原
康
政
の
病
に
対
し
て
、
何
度
も
使
者
や
医
師
を
派
遣
し
た
が
、
康
政
は
慶

長
十
一
年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る（（2
（

。
ま
た
家
康
が
関
ヶ
原
以
前
か
ら
重
視
し
て

き
た
大
名
家
と
の
婚
姻
関
係
の
形
成
に
、
秀
忠
も
努
力
を
傾
け
、
慶
長
十
三
年
、

萩
城
主
毛
利
宗
瑞（
輝
元
）の
子
秀
就
の
妻
と
し
て
松
平
忠
直（
結
城
秀
康
の
長
男
）の

妹
を
養
女
と
し
て
送
り
込
む
。
将
軍
秀
忠
の
婚
姻
政
策
と
し
て
で
あ
る
。
続
い
て

は
翌
十
四
年
に
は
、
小
倉
城
主
細
川
忠
興
の
子
忠
利
に
、
小
笠
原
秀
政
の
娘
を
秀

忠
の
養
女
に
し
て
婚
姻
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
女
性
に
は
化
粧
田
千
石
を
秀
忠

が
与
え
て
い
る
。
婚
姻
政
策
を
用
い
て
、
大
名
家
の
離
反
の
可
能
性
を
摘
み
取
る

と
い
う
、
家
康
の
用
い
た
政
策
の
踏
襲
で
あ
る
。

　

そ
し
て
夏
の
陣
で
豊
臣
家
を
滅
ぼ
す
と
、
千
姫
を
再
婚
さ
せ
、
大
名
家
に
対
し

て
は
、
家
康
の
死（
元
和
二
年
・
一
六
一
六
）後
、
福
島
正
則
の
改
易
に
始
ま
る
改
易

の
嵐
を
吹
き
荒
ば
せ
る
。
四
十
一
家
を
改
易
さ
せ
、
元
和
八
年（
一
六
二
二
）に
は
、

大
坂
城
総
堀
埋
め
立
て
時
の
奉
行
で
あ
っ
た
幕
府
功
臣
本
多
正
純
を
も
改
易
す
る（（2
（

。

秀
忠
は
法
と
制
度
の
整
備
と
共
に
、
大
名
家
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
、
近
世
幕
藩

体
制
を
確
立
さ
せ
た
将
軍
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

家
康
は
秀
忠
に
慶
長
十
年
に
将
軍
職
を
譲
っ
た
が
、
そ
の
後
も
「
大
御
所
」
と

し
て
政
治
を
主
導
し
、
重
要
事
項
は
初
め
将
軍
秀
忠
よ
り
も
大
御
所
が
管
掌
し
て

い
た
。
右
に
見
え
る
大
名
家
へ
の
医
師
の
派
遣
が
家
康
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
徳
川
家
の
医
師
に
は
、
竹
田
法
印
定
宣（
定
加
次
男
）を

初
め
、
片
山
宗
哲
な
ど
多
く
の
医
師
が
い
た
が
、
慶
長
十
三
年
竹
田
定
宣
は
父
定

加
の
名
代
と
し
て
関
東
に
も
下
る
こ
と
と
な
り
、
久
志
本
内
蔵
允
常
亮
が
医
員
と

し
て
加
わ
り
、
片
山
宗
哲
は
こ
の
年
初
め
て
駿
府
に
宅
地
を
賜
っ
て
い
る（（2
（

。
つ
ま

り
徳
川
家
の
番
医
は
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
大
御
所
の
い
る
駿
府
に
屋
敷
を
も
ら
う

者
が
出
始
め
る
い
っ
ぽ
う
、
ま
だ
京
都
な
ど
に
本
拠
地
を
置
き
、
徳
川
家
の
上
洛

時
の
診
察
を
担
当
し
、
必
要
に
応
じ
て
駿
府
や
江
戸
に
呼
ば
れ
る
と
い
う
生
活
を

送
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
慶
長
十
三
年
、
番
医
制
は
次
の
段
階
に

進
み
、
駿
府
と
江
戸
に
半
年
ず
つ
交
替
で
在
番
す
る
こ
と
に
な
る
。
曲
直
瀬
一
流

で
は
慶
長
十
三
年
、
玄
朔
は
六
十
四
歳
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
玄
朔
の
娘
聟
養
安

院
正
琳（
一
五
六
五
―
一
六
一
一
）が
活
躍
し
、
玄
朔
の
子
今
大
路
親
清
も
法
印
に
叙

さ
れ
、
こ
の
二
流
が
著
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
曲
直
瀬
流
と
共
に
、
半
井
驢
庵
成
信

や
施
薬
院
宗
伯
な
ど
が
、
半
年
交
替
で
江
戸
に
詰
め
る
こ
と
が
幕
府
か
ら
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
医
師
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
医
家
の
ほ
か
外
科
医
が
お
り
、
外
科
医
望

月
崇
庵
に
は
知
行
米
が
下
さ
れ
て
い
る（（3
（

。
こ
の
よ
う
に
慶
長
十
三
年
ご
ろ
か
ら
徳

川
家
の
番
医
制
度
が
改
変
さ
れ
、
江
戸
と
駿
府
で
そ
れ
ぞ
れ
「
御
番
」
を
勤
め
る

態
勢
に
な
っ
て
、
駿
府
で
は
家
康
の
「
寸す

白ば
く

」（
サ
ナ
ダ
ム
シ
）な
ど
を
治
療
す
る（（3
（

と
い
う
勤
番
体
制
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
家
康
死
後
は
江
戸
詰
に

一
本
化
さ
れ
、
番
医
は
す
べ
て
将
軍
秀
忠
の
管
轄
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

秀
忠
正
室
お
江（
達み
ち

子こ

・
崇
源
院
）は
秀
忠
よ
り
六
歳
年
長
で
あ
り
、
秀
忠
と
の

婚
姻
は
三
婚
目
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
秀
忠
と
の
間
に
千
姫
を
初
め
と
し
て
二
男
五

女
を
も
う
け
て
い
る
。
嫡
男
竹
千
代（
後
の
家
光
）は
慶
長
九
年
生
ま
れ
、
次
男
国

松（
忠
長
）は
十
一
年
に
生
ま
れ
た
。
お
江
自
身
の
診
察
は
「
感
冒
」（
坤
）の
み
で

あ
り
、
こ
の
人
も
健
康
で
一
生
を
終
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
家
光
と
忠
長
に
つ
い
て
は
、
両
親
と
は
逆
に
、
子

供
の
こ
ろ
の
病
の
記
録
が
多
い
。
家
光
は
三
歳
の
時
の
慶
長
十
一
年（
一
六
〇
六
）、

「
江
戸
御
竹
様
」
と
し
て
登
場
し
、「
風
熱
」（
配
剤
録
）あ
る
い
は
「
潮
熱
」（
乾
）

に
罹
っ
て
お
り
、
六
歳
の
時
に
は
「
竹
千
代
様
」
が
「
感
冒
」
に
な
っ
た
と
あ
り

42



（
坤
）、
玄
朔
一
門
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。「
御
国
様
」
忠
長
は
四
歳
の
慶
長
十

四
年（
一
六
〇
九
）、「
肺
疳か
ん

」（
ひ
き
つ
け
）を
煩
っ
た
こ
と
が
見
え
る（
坤
小
児
）。
そ

の
他
「
江
戸
若
君
様
」「
若
君
様
」
の
「
頭
痛
」
や
「
眼
目（
眼
病
）」「
泻
痢
」「
淋

病
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
若
君
で
あ
っ
た
か
、（
つ
ま
り
家
光
、
忠
長
ま
た

は
秀
忠
の
最
初
の
妻
の
子
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
）特
定
で
き
な
い
。

　

千
姫
は
「
大
坂
姫
君
様
」
と
あ
る
症
例
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。「
泻
痢
」（
下
痢
）

の
治
療
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
「
江
戸
姫
君
様
」
の
「
班
疹
」
と
「
小
児
」

に
分
類
さ
れ
る
発
熱
と
咳（
い
ず
れ
も
坤
）が
あ
る
が
、
千
姫
な
の
か
他
の
秀
忠
の

娘
の
症
状
だ
っ
た
の
か
特
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
徳
川
秀
忠
と
お
江
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
は
い
ず
れ
も
曲
直

瀬
一
門
の
治
療
を
し
ば
し
ば
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
は
玄
朔
は

京
都
で
の
治
療
と
並
ん
で
、
慶
長
四
、
五
年
ご
ろ
か
ら
江
戸
の
徳
川
家
に
も
出
仕

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
慶
長
七
年
に
徳
川
家
か
ら
五
百
石
の
知
行
地
を
京
都
北

東
部
に
与
え
ら
れ
た（（3
（

こ
と
は
、
始
ま
っ
た
徳
川
家
へ
の
奉
公
の
結
果
で
あ
る
と
同

時
に
、
今
後
の
奉
公
に
対
す
る
期
待
感
故
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
徳
川
家
内
部
の
人
々
の
ほ
か
、
曲
直
瀬
一
門
は
家
康
九
男
徳
川
義
直

の
少
年
の
こ
ろ
の
「
泻
痢
」（
坤
）と
家
康
長
男
結
城
秀
康
の
長
男
で
あ
る
松
平
忠

直
の
「
耳
病
」（
配
剤
録
・
坤
）、「
泻
痢
」（
坤
）、「
虚
労
」（
衰
弱
）（
坤
）を
治
療
し

た
。
徳
川
義
直
は
、
家
康
老
年
時
の
出
生
児
で
あ
っ
た
の
で
、
七
歳
の
年
の
慶
長

十
二
年
、
早
く
も
名
古
屋
城
主
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
後
、
御
三
家
筆
頭
と
目
さ

れ
た
人
で
あ
る
。
義
直
が
尾
張
藩
主
・
名
古
屋
城
主
で
あ
っ
た
の
は
慶
長
十
二
年

か
ら
十
五
年
で
あ
る
の
で
、「
泻
痢
」
に
罹
患
し
た
「
尾
張
宰
相
殿
」
は
義
直
の

七
歳
か
ら
十
歳
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
松
平
忠
直
は
「
三
河

守
」
と
「
越
前
守
」
を
経
験
し
た
人
で
、
妻
は
秀
忠
の
娘
勝
姫
で
あ
る
。
忠
直
十

二
歳
の
「
三
河
守
」
時
代
に
耳
か
ら
膿
が
出
る
「
耳
病
」
に
罹
り
、
そ
の
後
の

「
越
前
守
」
時
代
に
「
泻
痢
」
と
「
眩
暈
」
を
主
な
症
状
と
す
る
「
虚
労
」
で
診

察
を
受
け
て
い
る
。

　

筆
者
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
配
剤
録
』
の
患
者
と
し
て
慶
長
十
一
年
か
ら

秀
忠
、
家
光
、
忠
長
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、
徳
川
家
の
診
察
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
示
し
、
芳
春
院（
前
田
利
家
室
ま
つ
）や
酒
井
忠
世
の
妻
、
加
藤
清
正
の
妻
の
乳

母
な
ど
大
名
家
内
部
の
人
々
の
診
察
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
年
、

玄
朔
の
診
察
対
象
が
大
幅
に
増
大
し
た
こ
と
は
、
玄
朔
が
主
と
し
て
徳
川
家
の
番

医
の
中
心
に
身
を
置
く
生
活
に
変
化
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
徳
川
家
と
の
関
係
は
慶
長
十
一
年
以
後
深
く
な
っ
た
が
、
玄
朔
の

診
察
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
関
ヶ
原
以
後
、
徳
川
家
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
後
陽

成
天
皇
や
公
家
、
大
坂
城
の
淀
殿
の
ほ
か
、
も
と
豊
臣
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
多
く

の
武
士
を
診
察
し
た
点
に
あ
っ
た
。
時
勢
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
た
多
く
の
武
士
た

ち
に
、
治
療
の
門
戸
を
開
い
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

し
か
し
德
川
の
世
が
確
立
す
る
に
つ
れ
、
玄
朔
も
慶
長
十
二
年
ご
ろ
か
ら
駿
府

に
も
居
所
を
構
え
、
十
三
年
に
秀
忠
治
療
の
た
め
に
江
戸
に
招
か
れ
た
と
き
、
将

軍
家
か
ら
常
盤
橋
に
邸
宅
を
賜
り
、
そ
れ
を
機
に
江
戸
居
住
を
主
と
す
る
よ
う
に

な
る
。
慶
長
十
三
年
の
秀
忠
の
病
と
は
、
坤
「
食
傷
」
の
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
治
療
時
秀
忠
は
「
大
樹
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
秀
忠
は
こ
の
年

将
軍
に
な
っ
て
三
年
目
を
迎
え
て
い
た
。
徳
川
将
軍
家
に
と
っ
て
、
大
坂
城
に
淀

殿
や
秀
頼
が
い
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
二
代
目
の
将
軍
の
時
代
が
順
調
に
進
行

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
こ
の
治
療
と
屋
敷
の
拝
領
を
機
に
、

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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玄
朔
と
そ
の
一
門
は
江
戸
で
の
医
業
の
展
開
と
教
育
に
軸
足
を
移
し
た
と
考
え
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
慶
長
十
三
年
に
徳
川
幕
府
は
侍
医
た
ち
を
半
年
交
替
で
江
戸
と

駿
府
で
勤
務
す
る
態
勢
を
作
ら
せ
、
家
康
死
後
は
江
戸
に
集
住
さ
せ
る
。
曲
直
瀬

玄
朔
ら
一
門
の
医
師
た
ち
も
、
半
井
驢
庵（
三
代
目
）や
施
薬
院
宗
伯
ら
と
共
に
、

幕
府
医
師
と
し
て
の
活
動
が
主
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
玄
朔
一
門
が
診
察
し
た
天
皇
家
、
豊
臣
家
、
徳
川
家
関
係
者
の
治
療
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
玄
朔
は
こ
の
ほ
か
諸
大
名
や
の
ち
幕
閣
を
担

う
土
井
俊
勝
な
ど
と
そ
の
家
族
、
一
般
武
士
や
商
人
、
芸
能
者
ま
で
広
く
診
察
し

て
い
た
こ
と
を
前
稿
で
述
べ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
人
々
に
倍
す
る
多
く
の
患

者
を
診
察
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い

と
思
う
。お

わ
り
に

　

二
つ
の
診
察
記
録
を
素
材
に
、
曲
直
瀬
玄
朔
と
そ
の
一
門
が
診
察
し
た
天
皇

家
・
豊
臣
家
・
徳
川
家
と
そ
の
周
辺
の
人
々
と
病
や
医
家
と
の
関
係
、
ま
た
特
に

秀
吉
の
番
医
制
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
本
稿
の
最
後
に
、
曲
直
瀬
玄
朔
周
辺

の
諸
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

天
正
九
年
法
眼
に
叙
さ
れ
て
天
皇
家
の
診
察
が
開
始
さ
れ
、
十
一
年
正
親
町
天

皇
と
和
仁
親
王
の
治
療
で
功
績
を
挙
げ
て
法
印
の
位
を
も
ら
い
、
天
皇
の
侍
医
と

し
て
名
医
の
名
を
顕
し
た
玄
朔
は
、
翌
十
二
年
十
月
、
誠
仁
親
王
、
和
仁
親
王
の

嵯
峨
遊
覧
を
沙
汰
し
、
親
王
よ
り
太
刀
を
拝
領
し
た
。
し
か
し
こ
の
件
に
つ
い
て

吉
田
兼
見
は
「
不
知
御
前
之
義
（
儀
）」

と
述
べ
、
そ
の
作
法
を
批
判
し
て
い
る（（3
（

。
急
に

法
眼
、
法
印
に
昇
進
し
た
医
家
と
し
て
は
、
作
法
を
わ
き
ま
え
な
い
部
分
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
の
後
徳
川
秀
忠
に
仕
え
て
い
た
こ
ろ
の
玄
朔
は
「
在
世
の
中
療
治
の
妙
術
不

可
勝
計
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
医
術
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
よ
っ
て
高
名
を
博
し
て

い
た
。
ま
た
「
所
編
撰
之
医
書
数
部
今
行
尓
世
者
多
、
弟
子
数
百
余
人（（3
（

」
と
記
さ

れ
る
ほ
ど
、
玄
朔
は
医
学
教
育
と
医
術
の
普
及
に
貢
献
し
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の

果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
偲
ば
れ
る
。

　

曲
直
瀬
玄
朔（
正
紹
）の
実
子
親
清（
親
純
・
号
玄
鑑
）は
天
正
五
年（
一
五
七
七
）生

ま
れ
で
あ
り
、
十
六
歳
の
時
の
文
禄
元
年（
一
五
九
二
）二
月
に
天
皇
家
よ
り
従
五

位
下
典
薬
頭
に
任
じ
ら
れ
、
今
大
路
の
称
号
を
拝
領
し
た
。
慶
長
四
年
に
は
法
眼

に
、
十
三
年
に
は
法
印
に
叙
さ
れ
る
と
い
う
順
調
な
出
世
を
遂
げ
て
い
る
。
天
皇

家
に
仕
え
る
傍
ら
、
徳
川
家
に
も
若
い
こ
ろ
よ
り
診
察
に
通
い
、
特
に
秀
忠
に
仕

え
た
よ
う
で
、
秀
忠
の
娘
東
福
門
院
和ま

さ

子こ

誕
生
時
、
難
産
で
諸
医
が
そ
の
術
に

困
っ
て
い
た
時
、
玄
鑑
の
診
断
で
無
事
出
生
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
寛
永

三
年（
一
六
二
六
）九
月
、
玄
鑑
は
京
都
か
ら
江
戸
に
向
か
う
途
中
箱
根
に
お
い
て

自
ら
の
病
が
重
く
な
り
、
五
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
親
清（
玄
鑑
）に
つ
い
て

も
「
在
世
中
診
脈
治
病
之
妙
不
計
数
」「
弟
子
数
百
人
」
と
記
さ
れ
る
名
医
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
親
清
の
家
系
は
、
子
息
親
昌（
典
薬
頭
）、
孫
親
俊
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
く（（3
（

。

　

玄
朔（
正
紹
）の
も
う
一
人
の
後
継
者
と
し
て
名
高
い
正
琳
は
、
初
代
道
三
正
盛

（
正
慶
）に
医
学
を
学
ん
だ
人
で
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
玄
朔
の
娘
と
結
婚
し
、

玄
朔
と
同
じ
く
天
皇
家
、
秀
吉
の
侍
医
を
務
め
、
文
禄
元
年
の
正
親
町
天
皇
の
病

の
診
察
で
高
名
を
得
て
法
印
に
叙
さ
れ
、
文
禄
四
年
に
は
秀
吉
の
養
女
豪
姫
の
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「
怪
疾
」（
奇
病
）に
対
す
る
投
薬
に
著
効
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
感
激
し
喜
ん
だ

秀
吉
は
正
琳
の
功
績
に
対
し
綿
衣
や
金
銀
を
多
数
与
え
た
ほ
か
、
朝
鮮
侵
略
時
に

得
た
「
数
車
書
籍
」
を
す
べ
て
正
琳
に
与
え
た
と
い
う
。
慶
長
十
年
か
ら
徳
川
家

に
も
召
さ
れ
、
慶
長
十
三
年
に
は
玄
朔
、
正
琳
、
驢
庵
、
施
薬
院
ら
数
人
の
医
師

が
半
年
交
替
で
江
戸
と
駿
府
に
詰
め
る
こ
と
に
な
り
、
正
琳
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
。

し
か
し
正
琳
は
養
父
玄
朔
よ
り
早
く
慶
長
十
六
年
に
四
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。

正
琳
の
家
系
は
正
円
、
正
琳
の
外
孫
玄
理
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く（（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
玄
朔
に
は
実
子
親
清（
玄
鑑
）、
婿
養
子
正
琳
が
い
た
。
そ
の
ほ
か

に
も
う
一
人
婿
養
子
が
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
曲
直
瀬
玄
朔（
正
紹
）の

娘
と
婚
姻
し
た
道
鉄
で
あ
る
。
こ
の
人
も
医
学
の
道
を
歩
ん
だ
。
こ
の
道
鉄
は
千

利
休
の
孫
に
あ
た
り
、
利
休
の
娘
を
母
と
し
、
父
は
本
能
寺
の
僧
円
乗
坊
で
あ
る
。

左
に
略
系
図
を
示
す
。

　
　
　
　曲
直
瀬
玄
朔

　
　女

　
　
　
　円
乗
坊

　
　
　
　道
鉄

利
休

　
　女

　
　
　
　
　
　女

　
　
　
　横
川
理
庵

　
　
　古
市
宗
庵（
長
兵
衛
）

　

藤
井
学
に
よ
れ
ば
円
乗
坊
は
本
能
寺
の
僧
で
、
茶
人
と
し
て
も
名
を
為
し
始
め

た
人
で
あ
り
、
天
正
十
三
年
ご
ろ
ま
で
に
利
休
の
娘
を
妻
と
し
た
ら
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
円
乗
坊
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
年
正
月
の
明
智
光
秀
の
茶
会
に
も

招
か
れ
て
お
り
、
光
秀
と
も
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
さ
れ
、
本
能
寺
の
変
の
前

日
に
開
か
れ
た
信
長
茶
会
に
準
備
さ
れ
て
い
た
「
つ
く
も
茄
子
」
を
兵
火
の
中
か

ら
拾
い
取
っ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
と
し
て
い
る（（3
（

。
そ
う
し
た
信
長
・
秀
吉

時
代
の
僧
で
茶
人
の
円
乗
坊
の
子
息
道
鉄
は
、
も
と
も
と
「
医
の
道
器
用
」
で

あ
っ
た
の
で
、「
延
寿
院（
玄
朔
）の
聟
に
な
り
て
医
者
専
」
に
し
た
と
「
古
市
宗

庵
世
伝
記
」
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
ら
れ
た
。
も
う
一
方
の
茶
の
道
に
つ
い
て
は
、

道
鉄
自
身
が
た
び
た
び
長
兵
衛（
古
市
宗
庵
）に
「
茶
乃
湯
大
事
」
を
伝
え
ら
れ
よ

と
い
っ
た
の
で
、
円
乗
坊
も
長
兵
衛
は
聟
で
も
あ
り
、
自
分
も
そ
う
思
う
の
で
、

宗
庵
に
相
伝
し
た
と
い
う
。
宗
庵
は
古
市
流
の
初
代
と
な
り
、
細
川
忠
利
に
祿
二

百
石
で
抱
え
ら
れ
、
熊
本
藩
の
茶
道（
茶
頭
・
茶
堂
）と
な
っ
た
と
い
う（（3
（

。
千
利
休

の
孫
が
玄
朔
の
娘
聟
に
な
っ
て
、
医
者
の
道
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

玄
朔
と
同
時
代
の
施
薬

や
く

院
い
ん

全
ぜ
ん

宗
そ
う

（
徳
雲
軒
）は
、
玄
朔
よ
り
二
十
三
歳
年
長
で
、

初
代
道
三
の
門
下
に
入
り
、
秀
吉
の
侍
医
と
し
て
ま
た
側
近
と
し
て
重
き
を
な
し

た
人
で
あ
る
。
本
姓
は
丹
波
で
あ
っ
た
。
全
宗
が
施
薬
院
を
名
乗
っ
た
理
由
は
、

御
所
の
一
角
に
施
薬
院
を
再
建
し
、「
施
薬
院
使
」
に
任
じ
ら
れ
て
庶
民
の
治
療

に
も
あ
た
っ
た
た
め
で
あ
る
。
全
宗
の
子
孫
は
施
薬
院
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
全
宗
も
茶
道
に
は
造
詣
が
深
く
、
天
正
十
二
年
、
秀
吉
が
大
坂
城
内
山
里
丸

の
茶
室
で
開
い
た
茶
会
に
「
茶
匠
」
と
し
て
招
か
れ
て
い
る（（3
（

。

　

こ
の
全
宗
の
子
秀
隆
は
父
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
全
宗
は
養
子
宗
伯

を
嗣
子
に
立
て
る
。
宗
伯
は
本
姓
三
雲
と
い
い
、
幼
時
に
父
を
亡
く
し
た
た
め
、

秀
吉
の
重
用
す
る
医
師
一
鴎
宗
虎
に
養
育
さ
れ
て
医
学
を
学
ん
で
い
た
人
で
あ
る
。

全
宗
の
養
嗣
子
と
な
っ
て
以
後
、
秀
吉
の
侍
医
を
つ
と
め
、
法
眼
に
叙
さ
れ
、
全

宗
の
没（
慶
長
元
年
説
と
四
年
説
あ
り
）後
法
印
に
叙
さ
れ
、
施
薬
院
使
に
も
任
じ
ら

れ
た
。
の
ち
家
康
の
侍
医
も
兼
ね
、
家
康
が
入
洛
し
た
と
き
、
参
内
用
に
装
束
を

こ
の
屋
敷
で
改
め
た
こ
と
か
ら
、
以
後
こ
れ
が
代
々
の
将
軍
家
の
慣
例
と
な
る
。

子
孫
は
本
姓
三
雲
を
名
乗
り
、
家
督
継
承
後
施
薬
院
を
称
し
、
代
々
禁
裏
御
用
の

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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医
師
を
務
め
た
と
い
う
。

　

曲
直
瀬
家
、
施
薬
院
家
共
に
当
代
の
名
医
で
あ
り
、
そ
し
て
天
皇
家
、
豊
臣
家
、

徳
川
家
か
ら
庶
民
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
診
察
し
て
い
た
点
が
共
通
し
て

い
る
。
特
に
曲
直
瀬
家
は
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、
関
ヶ
原
後
に
豊
臣
遺
臣
と
そ
の

家
族
を
幅
広
く
診
察
し
、
一
般
庶
民
層
に
も
診
察
の
門
戸
を
開
い
て
い
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
両
家
共
に
実
子
ば
か
り
で
な
く
養
子
や
娘
聟
に
対
し
て

医
術
を
継
承
さ
せ
、
こ
れ
と
並
ん
で
広
く
弟
子
の
教
育
に
努
め
、
ま
た
曲
直
瀬
家

は
医
学
書
を
出
版
し
て
後
進
の
医
家
を
育
て
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
点
が
導
き

出
せ
た
。
玄
朔
が
『
配
剤
録
』『
医
学
天
正
記
』
乾
を
書
い
た
あ
と
、
こ
れ
に
満

足
し
な
い
後
継
者
た
ち
が
両
書
を
編
纂
し
直
し
、
新
し
い
症
例
を
加
え
て
症
状
別

の
医
学
書
『
医
学
天
正
記
』
坤
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
前
期
の
随
筆
『
翁
草
』
に
は
「
医
師
延
寿
院
の
事
」
と
書
か
れ
た
一
文
が

あ
り
、
玄
朔
が
登
場
す
る
。「
老
人（
著
者
）幼
き
時
、
延
寿
院
玄
朔
は
已
に
壮
年

に
し
て
、
故
道
三（
初
代
）の
世
嗣
と
て
、
洛
中
医
師
の
上
首
な
り
、
人
々
敬
愛
す
、

故
道
三
其
時
は
や
耳
遠
く
、
療
治
も
た
え
だ
え
に
て
隠
居
せ
し
な
り
、
玄
朔
盛
ん

に
療
治
は
や
り
、
方
々
へ
招
待
す
、
そ
の
時
は
肩
輿
と
云
ふ
物
な
く
て
、
大
な
る

朱
傘
を
指
し
か
け
さ
せ
高
木
履
き
に
て
杖
を
つ
き
、
何
方
へ
も
歩
行
す
、
人
々
羨

む
ほ
ど
に
有
し
と
ぞ（（4
（

」
と
記
さ
れ
、『
翁
草
』
の
作
者
神
沢
貞
幹
は
、
玄
朔
に
つ

い
て
「
洛
中
」
の
医
師
の
中
で
も
と
く
に
著
名
で
あ
り
ま
た
名
医
と
評
判
が
高

か
っ
た
こ
と
を
記
し
、
人
々
に
敬
愛
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
初
代
の

隠
居
後
、
玄
朔
が
曲
直
瀬
流
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
所
々
へ
往
診
し
て
い
た
こ

と
、
往
診
時
杖
を
突
き
歩
い
て
い
っ
た
が
、
朱
傘
で
雨
や
日
射
を
さ
え
ぎ
っ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
歩
行
が
容
易
で
あ
る
よ
う
に
と
周
囲
か
ら
配
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
朱
傘
の
許
可
は
お
そ
ら
く
天
皇
家
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
、

玄
朔
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
招
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
ま
で
歩
い

て
出
向
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

神
沢
貞
幹
は
京
都
町
奉
行
与
力
を
二
十
年
務
め
た
人
で
あ
り
、『
翁
草
』
の
最

初
の
脱
稿
は
安
永
元
年（
一
七
七
二
）で
あ
る
の
で
、
右
の
文
章
は
玄
朔
の
人
と
な

り
を
か
な
り
正
確
に
伝
え
る
一
文
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
玄
朔

の
果
た
し
た
役
割
を
、
庶
民
層
の
目
か
ら
正
確
に
捉
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
の
医
師
仲
間
で
は
、
実
子
、
養
子
、
婿
養
子
を
分

け
隔
て
無
く
後
継
者
と
し
て
育
て
あ
っ
て
い
た
こ
と
も
感
得
で
き
た
。
婿
養
子
が

医
家
を
継
承
す
る
現
象
は
曲
直
瀬
家
で
は
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は

曲
直
瀬
家
に
生
ま
れ
た
女
子
が
医
家
と
し
て
の
家
業
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
よ
う

に
努
力
し
、
父
親
や
夫
、
子
供
を
全
面
的
に
支
え
て
い
た
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
・
楠
本
い
ね
の
よ
う
な
女
医
こ
そ
ま
だ
登
場

し
て
い
な
い
が
、
華
岡
青
洲
の
妻
や
母
の
よ
う
に
、
医
術
を
理
解
し
、
夫
や
子
息

の
医
学
の
研
究
に
力
を
貸
す
女
性
た
ち
は
数
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

『
玄
朔
道
三
配
剤
録
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

（
2
）	

『
医
学
天
正
記
』
京
都
大
学
電
子
図
書
館
版
を
使
用
。
な
お
本
史
料
は
『
改
訂
史

籍
集
覧
』
第
二
十
九
冊
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）が
、
多

少
誤
読
が
あ
る
の
で
、
本
稿
は
京
都
大
学
電
子
図
書
館
版
に
拠
っ
た
。

（
3
）	
田
端
泰
子
「
曲
直
瀬
玄
朔
と
そ
の
患
者
た
ち
」（
京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研

究
所
編
『
医
療
の
社
会
史
―
生
・
老
・
病
・
死
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三

年
）。

（
4
）	

注（
3
）拙
稿
参
照
。
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（
5
）	

注（
3
）拙
稿
参
照
。

（
6
）	
『
兼
見
卿
記
』
二（『
史
料
纂
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
）な
ど
。

（
7
）	
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
痘
瘡
は
慶
長
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
京
都
を
含
む

畿
内
で
大
流
行
し
、
そ
の
後
も
慶
長
十
三
年
、
十
五
年
と
何
度
も
流
行
を
繰
り
返
し

て
い
た
。

（
8
）	

『
貝
塚
御
座
所
日
記
』（『
続
真
宗
体
系
』
十
六
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）。

（
9
）	

注（
8
）に
同
じ
。

（
10
）	

『
当
代
記
』（『
史
料
纂
集　

当
代
記
・
駿
府
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九

五
年
）な
ど
。

（
11
）	

「
前
田
利
為
氏
所
蔵
羽
柴
秀
吉
消
息
」、『
兼
見
卿
記
』（
前
掲
）な
ど
。

（
12
）	

『
多
聞
院
日
記
』
三（
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）。

（
13
）	

『
竹
田
家
譜
』（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
に
文
政
十
三
年
の
写
本
）。
な
お
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
七
四
一
に
も
竹
田
家
の
家
譜
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
京
都
大
学
所
蔵

の
写
本（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）に
拠
っ
た
。

（
14
）	

注（
13
）に
同
じ
。

（
15
）	

『
貝
塚
御
座
所
日
記
』（
前
掲
）。

（
16
）	

「
厳
島
野
坂
文
書
」（『
広
島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
』
二
所
収
、
広
島
県
一
九
八

七
年
）。

（
17
）	

『
言
経
卿
記
』（『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）。

（
18
）	

『
鹿
苑
目
録
』
二
、
三（
太
洋
社
、
一
九
三
五
年
）な
ど
。

（
19
）	

『
新
訂
本
光
国
師
日
記
』
一（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
年
）な
ど
。

（
20
）	

『
慶
長
日
件
録
』（『
史
料
纂
集
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
一
年
）な
ど
。

（
21
）	

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

九
三
四
年
）、『
当
代
記
』（
前
掲
）な
ど
。

（
22
）	

『
当
代
記
』（
前
掲
）。

（
23
）	

『
慶
長
日
件
録
』
一（『
史
料
纂
集
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
一
年
）。

（
24
）	

『
言
経
卿
記
』
六（
前
掲
）。

（
25
）	

『
日
光
叢
書　

寛
永
諸
家
系
図
伝
』
六（
日
光
東
照
宮
社
務
所
、
一
九
九
一
年
）。

（
26
）	

『
島
津
家
覚
書
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
写
本
）。

（
27
）	

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
六（
前
掲
）。

（
28
）	

藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年

（
29
）	

『
竹
田
家
譜
』（
前
掲
）、「
台
徳
院
殿
御
実
紀
」（
新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
三
八

『
徳
川
実
紀
』
一
編
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）。

（
30
）	

「
台
徳
院
殿
御
実
紀
」（
前
掲
）。

（
31
）	

「
駿
府
記
」（
前
掲
『
当
代
記
・
駿
府
記
』）。

（
32
）	

筆
者
前
掲
論
文（
注
3
参
照
）。

（
33
）	

『
兼
見
卿
記
』（
前
掲
）。

（
34
）	

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
六（
前
掲
）。

（
35
）	

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
六（
前
掲
）。

（
36
）	

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
六（
前
掲
）。

（
37
）	

藤
井
学
『
本
能
寺
と
信
長
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

（
38
）	

石
田
誠
斎
「
熊
本
の
茶
統
」（『
茶
道
全
集
』
十
一
所
収
、
創
元
社
、
一
九
三
七
年
）。

（
39
）	

藤
井
学
前
掲
書
。

（
40
）	

「
翁
草
」（『
日
本
随
筆
大
成
』
三
期
十
一
巻
所
収
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一

九
三
一
年
）。

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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所在
目録 病名 総患

者数
患者の人名

Ａ：配剤録と対応する人名　（Ｂ：医学天正記に初出の人名）
乾上 中風 一 9 A 正親町院など 8

B 今井勘解由 1

傷寒 二 33 A 八条殿など 30
B 飛鳥井中将殿など 3

感冒 三 17 A 柘植大炊助など 16
B 池田二兵衛 1

疹 四 4 A 竹門様など 3
B 長橋局 1

傷風 五 2 A 徳安内（妻）など 2

中寒 六 2 A 山田忠兵衛など 2

中暑 七 3 A 是庵など 3

中湿 八 2 A 深谷又右衛門など 2

瘧疾 九 32 A 陽光院など 32

霍乱 十 6 A 陽光院など 6

泄泻 十
一 5 A 毛利右馬頭など 5

痢疾 十
二 14 A 土岐見松内（妻）など 14

内傷
　付飲食

十
三 9 A 小笠原信濃守など 9

痰飲 十
四 2 A 妻木雅楽頭など 2

咳嗽 十
五 4 A 長橋局など 3

B 浅野弾正弼 1

喘急 十
六 8 A 関白秀次など 8

嘔吐 十
七 2 A 今上皇帝など 2

翻胃 十
八 5 A 河辺新丞など 5

気 十
九 3 A 吉田左兵衛内（妻）など 3

欝 二
十 9 A 今上皇帝など 8

B 了以 1

腫脹 二
十
一

23 A 山崎志摩守など 22
B 常和 1

積聚 二
十
二

1 A 女猿槃 1

乾下 癇疾 二
十
三

11 A 今上皇帝など 10
B 東条紀伊守息女 1

痛風 二
十
四

9 A 二見大夫母など 9

脚気 二
十
五

7 A 菊亭晴季など 6
B 有馬主水佐

疝気 二
十
六

5 A 民部卿法印など 5

眩暈 二
十
七

8 A 不破彦三など 7
B 前田半左衛門 1

頭痛 二
十
八

2 A 照高院准后など 2

心痛 二
十
九

3 A 大友一法師など 3

虫痛 三
十 6 A 則庵など 6

腹痛 三
十
一

1 A 藤堂少兵衛 1

腰痛 三
十
二

1 A 持明院中納言 1

虚労 三
十
三

11 A 花房帯刀など 11

潮熱 三
十
四

3 A 織田民部少輔など 3

消渇 三
十
五

3 A 今上皇帝など 2
B 沼津長三郎

黄疸 三
十
六

4 A 岡山中納言秀秋など 4

淋閉 三
十
七

5 A 鍋島信濃守など 5

秘結 三
十
八

4 A 奈良塩屋など 3
B 石川紀伊守 1

痔漏 三
十
九

2 A 船越美作守など 2

医学天正記記載の患者たち
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下血 四
十 4 A 会津宰相氏郷など 4

吐血 四
十
一

2 A 山岡孫太郎など 2

耳病 四
十
二

2 A 松平三河守など 2

咽喉 四
十
三

1 A 祝丹波守 1

癰疸 四
十
四

4 A コナ部など 4

肺癰 四
十
五

2 A 玄朔など 2

乳癰 四
十
六

1 A 大森宗巴母 1

疔瘡 四
十
七

1 A 徳永式部卿 1

瘰
るいれき
癧 四

十
八

1 A 大文字屋宗悟（怡） 1

便毒 四
十
九

1 A 岡半兵衛 1

諸毒 五
十 5 A 奴源右衛門など 4

B 泉屋宗三郎 1

骨骾 五
十
一

1 A 堀伊賀守 1

婦人雑病五
十
二

1 A 乗昌内（妻） 1

月経 五
十
三

2 A 小倉作左衛門（壮婦） 2

崩漏 五
十
四

3 A 元鑑母など 3

帯下 五
十
五

3 A 花房助兵衛内（妻）など 3

妊娠 五
十
六

10 A 赤井豊後守内（妻）など 9
B 田屋紹清内（妻） 1

産後 五
十
七

15 A 若宮様之御袋（後准后）など 13
B 西園寺殿内（妻）など 2

小児難病五
十
八

4 A 道 三才児など 4

痘疹 五
十
九

4 A 若宮様など 4

麻疹 2 A 二条又右衛門子息など 2
慶長12年早春　道三（在判）

所在
目録 病名 総患

者数
患者の人名

Ｃ：患者名記載の症例　（Ｄ：患者名不記入の症例）
坤 傷寒 29 C 伏見殿など 4

D 25

熱病 19
D 19

感冒 29 C 藤堂佐渡守など 15
D 14

傷風 4
D 4

中暑 5
D 5

霍乱 6 C 御国様 1
D 5

食傷 7 C 大樹など 3
D 4

泻痢 37 C 大坂姫君様など 15
D 22

中寒 3 C 寺沢志摩守 1
D 2

中毒 1
D 1

気門 8 C 近衛殿など 4
D 4

痰 3 C 山名禅高など 2
D 1

咳嗽 10 C 松平陸奥守など 4
D 6

肺癰 2
D 2

喘急 6 C 有馬中書妹など 3
D 3

虚労 20 C 前本満寺など 7
D 13

眩暈 23 C 藤堂和泉守内（妻）など 6
D 17

頭痛 5 C 伏見殿御所様など 3
D 2

心痛 15 C 加藤肥後守など 7
D 8

虫 14 C 土井大炊頭室など 5
D 9

『玄朔道三配剤録』と『医学天正記』から見た曲直瀬玄朔一門の患者とその時代
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秘結 4
D 4

諸瘡 18 C 今上皇帝など 8
D 10

血塊 5 C 土井大炊頭室 1
D 4

血崩 9
D 9

産後 22 C 悦可息女など 4
D 18

姙娠 21 C 佐竹殿息女など 2
D 19

小児 34 C 御国様など 16
D 18

腰痛 3 C 持明院中納言 1
D 2

脚気 8 C 赤
マ

作
ヽ

内膳正など 4
D 4

膈
かくえい

6 C 女院御所様 1
D 5

息賁 1 C 右府秀頼公 1

消渴 9 C 岡山中納言など 5
D 4

脹満 42 C 浅野周防守など 11
D 31

積聚 5
D 5

疸 8 C 岡山中納言秀秋など 4
D 4

痛痺痿症 25 C 菊亭右大臣など 10
D 15

中風 3
D 3

耳病 4 C 三河守など 2
D 2

口唇 3 C 新庄越前守など 2
D 1

咽喉 7 C 祝丹波守など 3
D 4

眼目 1 C 若君様 1

衂血 4 C 来島右衛門など 3
D 1

吐血 4
D 4

下血 4 C 妙法院
D 3

嘔吐 7 C 今上皇帝など 4
D 3

班疹 14 C 松平長門守室など 8
D 6

癪
てん

癇
かん

10 C 大坂御局など 5
D 5

淋病 16 C 生駒下野守など 7
D 9
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